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は
じ
め
に

　

関
ヶ
原
合
戦
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
十
五
日
に
美
濃
国
関
ヶ
原
（
現
岐
阜
県

関
ケ
原
町
）
で
行
わ
れ
た
、
徳
川
家
康
を
中
心
と
す
る
東
軍
と
石
田
三
成
を
中
心
と
す
る

西
軍
に
よ
る
「
天
下
分
け
目（（
（

」
の
合
戦
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
が
覇

権
を
握
る
、
日
本
史
上
の
一
大
転
換
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在

す
る
が
、
合
戦
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
研
究（（
（

と
後
に
形
成
さ
れ
た
合
戦
像

を
探
る
研
究（（
（

、
い
わ
ゆ
る
「
実
像
」
の
研
究
と
「
虚
像
」
の
研
究
に
概
ね
二
分
さ
れ
る
。

拙
論
「
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
地
に
関
す
る
考
察（（
（

」
で
は
、
長
く
定
説
と
さ
れ
て
き
た
『
日

本
戦
史　

関
原
役
』（
以
下
、『
日
本
戦
史
』）
記
載
の
布
陣
情
報
と
、
近
年
浮
上
し
た
新
説

の
双
方
を
検
討
し
た
上
で
、
蓋
然
性
の
高
い
布
陣
地
を
考
察
し
た
。
そ
の
過
程
で
、『
日

本
戦
史
』
成
立
ま
で
に
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
雑
多
な
情
報
を
「
虚
」
と
一
括
し
て
排
除
す

る
の
で
は
な
く
、
定
説
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
史
料
を
総
体
的
に
把
握
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
史
料
的
性
質
と
情
報
の
信
憑
性
を
分
析
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
。
一

次
史
料
の
み
に
基
づ
い
て
歴
史
叙
述
を
構
築
し
た
か
ら
と
い
っ
て
「
虚
」
を
廃
せ
る
わ
け

で
は
な
く
、
虚
像
と
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
歴
史
的
な
背
景
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
特
定
の
史
料
以
外
を
最
初
か
ら
検
討
対
象
外
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

は
史
料
総
体
を
把
握
し
た
上
で
、
現
代
に
伝
わ
る
合
戦
像
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
（
史
料
）

に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
継
承
・
普
及
し
て
い
っ
た
の

か
を
追
う
こ
と
は
、
事
実
そ
の
も
の
を
把
握
し
て
そ
こ
か
ら
妥
当
な
解
釈
を
行
う
た
め
に

も
、
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
そ
の
背
景
に
あ
る
人
々
の
意
識
を
探
る
た
め
に
も
有
用
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
関
ヶ
原
合
戦
本
戦
の
「
布
陣
地
」
を
題
材
と
し
て
、
合
戦
が
発
生

し
た
慶
長
五
年
か
ら
布
陣
情
報
が
固
定
さ
れ
る
近
代
に
記
さ
れ
た
史
料
総
体
を
検
討
対
象

と
し
、
布
陣
認
識
の
変
遷
、
定
説
の
形
成
過
程
と
継
承
・
普
及
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。

布
陣
地
を
検
討
対
象
と
し
た
理
由
は
、
地
名
・
地
形
と
い
う
通
時
代
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル

が
存
在
す
る
こ
と
で
史
料
間
の
記
載
内
容
比
較
を
行
い
や
す
い
上
に
、
近
世
・
近
代
を
通

し
て
合
戦
研
究
（
近
世
の
軍
学
、
近
代
の
戦
史
研
究
）
の
基
礎
情
報
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
章
　
布
陣
認
識
の
変
遷

　

本
章
で
は
、
合
戦
勃
発
時
か
ら
布
陣
情
報
が
固
定
さ
れ
る
明
治
期
ま
で
の
関
ヶ
原
合
戦

関
連
史
料
を
通
覧
し
、
布
陣
叙
述
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
か
を
分
析
す
る
。
関
ヶ
原

合
戦
に
参
戦
し
た
各
武
将
の
布
陣
地
を
記
し
た
史
料
は
、
未
翻
刻
未
刊
行
の
も
の
を
含
め

る
と
膨
大
な
種
類
と
量
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、
関
ヶ
原
合
戦
関
連
史
料
総
体
の
記
述

の
傾
向
を
把
握
し
、
布
陣
情
報
の
変
遷
を
細
か
く
追
う
た
め
に
、
検
討
対
象
と
す
る
史
料

の
量
を
重
視
し
た
。
そ
の
た
め
、
個
々
の
史
料
に
対
す
る
精
緻
な
調
査
（
正
確
な
年
代
比
定

や
諸
本
と
の
比
較
作
業
）
は
後
回
し
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
多
く
の
史
料
の

蒐
集
・
閲
覧
を
試
み
た
が
、
そ
れ
で
も
本
稿
で
扱
え
た
の
は
関
ヶ
原
合
戦
関
連
史
料
の
一

部
に
過
ぎ
ず
、
本
稿
の
検
討
範
囲
の
み
で
は
文
言
の
初
出
な
ど
は
正
確
に
把
握
で
き
て
い

る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
後
の
研
究
進
展
や
他
の
指
摘
を
待
ち
た
い
。

　

本
稿
で
使
用
し
た
史
料
は
、
関
ヶ
原
合
戦
と
同
年
の
古
文
書（（
（

・
古
記
録（（
（

、
太
田
牛
一
「
内

近
世
・
近
代
に
お
け
る
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
認
識
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府
公
軍
記
」
杤
山
斉
氏
所
蔵
本（（
（

・
大
和
文
華
館
所
蔵
本（（
（

・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本（（
（

、

合
戦
当
事
者
の
覚
書
（「
吉
川
広
家
覚
書（（1
（

」、「
藤
堂
家
覚
書（（1
（

」、「
薩
藩
旧
記
雑
録
後
編
三
」
所
収
島

津
家
臣
団
覚
書（（1
（

、「
福
富
半
右
衛
門
親
政
法
名
浄
安
覚
書（（1
（

」、
板
坂
卜
斎
「
慶
長
年
中
卜
斎
記（（1
（

」、「
脇
坂

家
伝
記（（1
（

」）、「
戸
田
左
門
覚
書（（1
（

」、
酒
井
忠
勝
・
林
道
春
・
春
斎
編
「
関
原
始
末
記（（1
（

」、「
石

川
正
西
聞
見
集（（1
（

」、「
細
川
忠
興
軍
功
記（（1
（

」、
植
木
悦
「
慶
長
軍
記（（2
（

」
寛
文
三
年
本
・
寛
文

八
年
本
、
山
鹿
素
行
「
武
家
事
紀（（2
（

」、
阿
部
忠
秋
「
関
原
日
記（（2
（

」、「
島
津
家
譜（（2
（

」、
峯
賀
高

亮
「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記（（2
（

」、
貝
原
益
軒
・
竹
田
定
直
他
編
「
黒
田
家
譜（（2
（

」、「
石
田
軍
記（（2
（

」、

「
関
ヶ
原
御
合
戦
記（（2
（

」、木
村
高
敦
「
武
徳
安
民
記（（2
（

」、宮
川
忍
斎
「
関
原
軍
記
大
成（（2
（

」、「
関
ヶ

原
軍
記
大
全（（3
（

」、「
赤
坂
安
楽
寺
旧
記（（3
（

」、
松
平
頼
寛
「
大
三
河
志（（3
（

」、
久
保
之
英
「
関
ヶ
原

進
退
秘
訣（（3
（

」、
堀
麦
水
「
慶
長
中
外
伝（（3
（

」、「
関
ヶ
原
御
合
戦
備
書（（3
（

」、「
関
ヶ
原
御
陣
御
備

手
配
留（（3
（

」、「
関
ヶ
原
合
戦
聞
書（（3
（

」、「
慶
長
擾
乱（（3
（

」、「
武
鑑
要
略
慶
長
軍
記（（3
（

」、
曽
我
祐
準

『
関
ヶ
原
戦
史
略（（4
（

』、
竹
内
正
策
・
横
井
忠
直
編
『
関
原
戦
記
略（（4
（

』、
神
谷
道
一
『
関
原
合

戦
図
志（（4
（

』、
日
本
戦
史
編
纂
委
員
編
『
日
本
戦
史　

関
原
役（（4
（

』、
現
地
の
標
柱
と
そ
の
現
住

所
で
あ
る
。
史
料
に
記
載
さ
れ
た
布
陣
情
報
は
【
表
1
】【
表
2
】
に
ま
と
め
た
。
以
下
、

表
か
ら
読
み
取
れ
る
布
陣
情
報
の
変
遷
の
傾
向
を
分
析
す
る
。

　

ま
ず
、
慶
長
五
年
に
書
か
れ
た
古
文
書
・
古
記
録
に
は
、
戦
場
全
体
の
様
子
や
具
体
的

な
地
名
は
ほ
ぼ
記
さ
れ
て
い
な
い
。
記
載
内
容
は
部
隊
相
互
の
位
置
関
係
や
距
離
、
地
形

情
報
な
ど
ご
く
部
分
的
な
情
報
に
限
ら
れ
る
。
戦
場
全
体
を
俯
瞰
し
た
視
点
で
捉
え
、
東

西
両
軍
各
武
将
の
布
陣
情
報
の
全
体
像
が
記
さ
れ
る
の
は
、
太
田
牛
一
「
内
府
公
軍
記
」

（
諸
本
が
存
在
す
る
が
い
ず
れ
も
一
六
〇
七
年
ま
で
に
成
立
）
か
ら
で
あ
る
。「
内
府
公
軍
記
」
が

そ
の
後
の
軍
記
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
特
に
西
軍
の
布
陣
地
に
つ
い
て
石
田
・
島

津
・
小
西
隊
が
「
藤
子
川
を
越
え
、
小
関
に
出
、
南
東
向
き
に
備
え
た
」
こ
と
と
、
宇
喜

多
・
大
谷
隊
が
「
石
原
峠
を
下
り
、
北
西
の
山
を
背
後
に
当
て
て
、
南
東
向
き
に
備
え
た
」

と
す
る
記
述
を
引
き
継
い
で
い
る
軍
記
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
多
数
存
在
す
る
。
そ
し

て
、「
内
府
公
軍
記
」
で
示
さ
れ
た
「
北
国
街
道
と
中
山
道
を
押
さ
え
て
南
北
に
展
開
す

る
西
軍
と
、
そ
れ
に
対
応
し
て
東
側
に
布
陣
す
る
東
軍
」
と
い
う
布
陣
の
大
ま
か
な
構
図

は
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
史
料
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

時
点
で
提
示
さ
れ
て
い
る
布
陣
地
は
数
隊
ま
と
め
て
の
大
ま
か
な
情
報
で
あ
り
、
個
別
の

武
将
に
は
言
及
し
て
い
な
い
【
図
1
】。

　

そ
の
後
、
一
六
四
〇
年
代
か
ら
、
家
の
由
緒
を
記
す
こ
と
で
幕
府
の
正
統
性
を
示
そ
う

と
す
る
意
識
に
基
づ
き
幕
府
主
導
で
家
譜
編
纂
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（『
寛
永
諸
家
系

図
伝
』
等
）。
幕
府
か
ら
自
家
の
歴
史
を
報
告
す
る
こ
と
を
課
さ
れ
た
各
大
名
家
は
、
家
臣

に
覚
書
類
の
提
出
を
求
め
た
。
こ
の
際
に
多
く
の
覚
書
が
作
成
さ
れ
（
本
稿
で
取
り
上
げ
た

覚
書
類
も
概
ね
当
該
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）、
こ
の
時
期
以
降
に
幕
閣
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
関
ヶ
原
合
戦
記
録
（「
関
原
始
末
記
」【
図
2
】、「
関
原
日
記
」
等
）
は
、
提
出
さ
れ
た

覚
書
類
か
ら
情
報
を
収
集
し
た
た
め
か
「
内
府
公
軍
記
」
よ
り
布
陣
叙
述
が
や
や
詳
細
に

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
も
小
早
川
秀
秋
の
布
陣
地
を
松
尾
山
と
す
る
以
外
に
具
体

的
な
布
陣
地
名
は
増
加
し
な
い
。

　

武
将
ご
と
の
具
体
的
な
布
陣
地
名
や
、
部
隊
編
成
、
防
御
柵
の
位
置
な
ど
が
記
さ
れ
、

布
陣
情
報
が
一
気
に
増
す
の
は
、
軍
学
者
・
植
木
悦
が
記
し
た
「
慶
長
軍
記
」
か
ら
で
あ

る
【
図
3
】。
一
六
六
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
幕
府
主
導
で
は
な
く
、
軍
学
者
に
よ
っ

て
物
語
性
の
強
い
軍
記
が
編
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
（「
慶
長
軍
記
」「
石
田
軍
記
」
等
）。
ま
た
、

関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
図
の
中
に
は
、
軍
学
上
の
目
的
か
ら
作
成
さ
れ
た
物
が
存
在
す
る
こ

と
も
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る（（4
（

。
軍
学
者
が
軍
記
物
語
作
成
の
主
体
と
な
っ
た
一
六

六
〇
年
代
以
降
に
書
か
れ
た
史
料
は
、
軍
学
上
の
目
的
か
ら
各
武
将
の
布
陣
地
を
想
像
で

補
っ
て
比
定
し
た
た
め
、
情
報
量
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
七
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
物
語
性
の
高
い
軍
記
は
あ
ま
り
書
か
れ
な
く
な
る
。
そ
の

か
わ
り
、「
武
徳
安
民
記
」「
関
原
軍
記
大
成
」「
大
三
川
志
」「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」
と
い
っ

た
考
証
意
識
の
強
い
軍
記
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
軍
記
で
は
、「
或
書

曰
〜
」「
或
説
に
〜
」
と
い
っ
た
文
言
で
史
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
列
記
し
た
後
、「
按

ず
る
に
〜
」
と
い
っ
た
形
で
先
行
軍
記
の
史
料
批
判
を
行
っ
た
り
、「
私
曰
〜
」
と
い
っ

た
形
で
史
料
や
先
行
軍
記
の
記
述
と
は
分
け
て
著
者
の
考
察
を
付
し
た
り
し
て
い
る
。
一

七
〇
〇
年
代
に
記
さ
れ
た
考
証
意
識
の
強
い
軍
記
で
は
、
情
報
が
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
く

の
で
、
新
た
な
情
報
は
あ
ま
り
増
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、「
関
ヶ
原
御
合
戦
記
」（
以
下
、「
御
合
戦
記
」）【
図
4
】、「
赤
坂
安
楽
寺
旧
記
」（
以

下
、「
安
楽
寺
旧
記
」）【
図
5
】、「
関
ヶ
原
御
合
戦
備
書
」（
以
下
、「
備
書
」）【
図
6
】、「
関
ヶ

原
御
陣
御
備
手
配
留
」（
以
下
、「
手
配
留
」）
等
の
、
お
そ
ら
く
近
世
に
関
ヶ
原
の
領
主
で

あ
っ
た
竹
中
氏
の
関
係
者
に
よ
っ
て
書
か
れ（（4
（

、
写
本
で
の
み
地
元
美
濃
に
伝
来
し
た
、
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【
表
1】　

東
軍
武
将
の
布
陣
情
報

徳
川
家
康
隊

福
島
正
則
隊

藤
堂
高
虎
・
京
極
高
知
隊
松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
隊

本
多
忠
勝
隊

田
中
吉
政
隊

細
川
忠
興
隊

黒
田
長
政
・
竹
中
重
門
隊

池
田
輝
政
隊

浅
野
幸
長
隊

山
内
一
豊
隊

関
ヶ
原
合
戦
と
同
年

の
古
文
書
・
古
記
録

（
1600）

内
府
先
勢
（『
舜
旧
記
』

慶
長

5
年

9
月

15
日

条
）
／
山
中
へ
之
先
手

（
9
月

17
日
吉
川
広
家

自
筆
書
状
案
）
／
為
先

手
其
外
悉
打
続
、
敵
切

所
を
抱
有
所
へ
指
懸

（
9
月

17
日
石
川
康

通
・
彦
坂
元
正
連
署
状

案
）
／
先
手
之
人
数

ハ
、
福
島
一
番
（

9
月

20
日
近
衛
信
尹
充
近

衛
前
久
書
状
）

山
中
へ
之
先
手
（

9
月

17
日
吉
川
広
家
自
筆

書
状
案
）

為
先
手
其
外
悉
打
続
、

敵
切
所
を
抱
有
所
へ
指

懸
（

9
月

17
日
石
川

康
通
・
彦
坂
元
正
連
署

状
案
）
／
南
宮
山
へ
之

手
あ
て
（

9
月

17
日

吉
川
広
家
自
筆
書
状
案
）

南
宮
山
へ
之
手
あ
て
（

9
月

17
日
吉
川
広
家
自
筆

書
状
案
）

先
手
之
人
数
ハ
福
島

一
番
・
長
岡
越
中
二

番
・
金
森
法
印
三

番
・
田
中
兵
部
其
外

上
方
之
人
数
四
万
斗

（
9
月

20
日
近
衛
信

尹
充
近
衛
前
久
書
状
）

内
府
先
勢
（『
舜
旧

記
』
慶
長

5
年

9
月

15
日
条
）
／
先
手

之
人
数
ハ
（
中
略
）

長
岡
越
中
二
番
（

9
月

20
日
近
衛
信
尹

充
近
衛
前
久
書
状
）

山
中
へ
之
先
手
（

9
月

17
日
吉
川
広
家
自
筆
書
状
案
）

南
宮
山
へ
之
手
あ
て

（
9
月

17
日
吉
川
広

家
自
筆
書
状
案
）

「
内
府
公
軍
記
」
杤

山
本
（
～

1607
年
）
野
山
と
関
か
原
之
間
御
先
陣
／
道
す
ち
を
西

向
ニ
か
ゝ
ら
れ

左
ハ
道
よ
り
南

記
述
な
し

中
す
ち
へ
切
て
入

我
不
レ
劣
与
、
争
レ

先
思
々
ニ
噇
と
懸
ら

れ

我
不
レ
劣
与
、
争
レ

先
思
々
ニ
噇
と
懸
ら

れ

我
不
レ
劣
与
、
争
レ
先
思
々

ニ
噇
と
懸
ら
れ
候

此
口
（
棰
井
南
岡
か

鼻
）
推
之
手

此
口
（
棰
井
南
岡
か

鼻
）
推
之
手

記
述
な
し

「
内
府
公
軍
記
」
大

和
文
華
館
本
（

1603
～

1607
年
）

野
加
ミ
と
関
か
原
之

間
御
先
陣
／
道
筋
を
西
向

に
被
懸

左
ハ
道
よ
り
南

記
述
な
し

中
す
ち
へ
伐
て
入

北
之
山
手
治
部
少
島

津
ニ
向
懸
ら
れ

中
筋
を
西
向
に
懸
ら

れ
中
筋
を
西
向
に
懸
ら
れ

此
口
（
棰
井
南
岡
か

鼻
）
推
之
手

此
口
推
之
手

記
述
な
し

「
内
府
公
軍
記
」
蓬

左
文
庫
本
（

1607
年
）

野
か
み
と
関
か
原
の

間
御
先
陣
／
道
筋
を
西
向

に
各
懸
ら
れ

左
り
は
道
よ
り
南
／
西

向
に
懸
リ
合

御
先
陣
／
道
筋
を
西
向

に
各
懸
ら
れ

御
先
陣
／
道
筋
を
西
向
に

各
懸
ら
れ

北
の
山
手
大
将
の
治

部
少
・
嶋
津
兵
庫
頭

に
さ
し
向
懸
ら
れ

御
先
陣
／
道
筋
を
西

向
に
各
懸
ら
れ
／
大

谷
刑
部
少
・
備
前
中

納
言
・
平
塚
因
播

守
・
戸
田
武
蔵
守
そ

な
へ
の
口
へ
爰
か
し

こ
へ
諸
方
へ
か
ゝ
ら

れ

御
先
陣
／
道
筋
を
西
向
に
各

懸
ら
れ
た
り
／
大
谷
刑
部

少
・
備
前
中
納
言
・
平
塚
因

播
守
・
戸
田
武
蔵
守
そ
な
へ

の
口
へ
爰
か
し
こ
へ
諸
方
へ

か
ゝ
ら
れ

此
口
（
棰
井
南
岡
か

鼻
）
推
の
手

此
口
推
の
手

記
述
な
し

関
ヶ
原
合
戦
当
事
者

の
覚
書
類

治
部
・
小
西
摂
津

守
・
備
前
中
納
言

殿
・
大
谷
刑
部
少
輔

陣
場
と
ハ
其
間
一
里

計
り
（『
慶
長
年
中

卜
斎
記
』）

和
泉
様
御
鑓
先
之
敵
は

大
谷
形
部
少
輔
・
脇
坂

中
務
・
小
川
土
佐
・
平

塚
因
幡
此
四
人
（『
藤

堂
家
覚
書
』）

南
宮
へ
之
手
宛
（
吉

川
広
家
覚
書
）

「
戸
田
左
門
覚
書
」

（
～

1655
年
）

向
て
味
方
の
備
は
何

も
絵
図
に
記
之
か
故

略
す

御
先
手
／
其
節
金
吾
中

納
言
手
の
向
は
福
島
左

衛
門
手
也
、
然
を
左
衛

門
大
夫
備
を
右
の
方
江

替
さ
せ
ら
れ

向
て
味
方
の
備
は
何
も

絵
図
に
記
之
か
故
略
す
向
て
味
方
の
備
は
何
も

絵
図
に
記
之
か
故
略
す
向
て
味
方
の
備
は
何
も
絵

図
に
記
之
か
故
略
す

向
て
味
方
の
備
は
何

も
絵
図
に
記
之
か
故

略
す

向
て
味
方
の
備
は
何

も
絵
図
に
記
之
か
故

略
す

向
て
味
方
の
備
は
何
も
絵
図

に
記
之
か
故
略
す

向
て
味
方
の
備
は
何

も
絵
図
に
記
之
か
故

略
す

向
て
味
方
の
備
は
何

も
絵
図
に
記
之
か
故

略
す

向
て
味
方
の
備
は
何

も
絵
図
に
記
之
か
故

略
す

「
関
原
始
末
記
」

（
1656

年
）

関
原
本
道
の
南
、
両

宮
山
の
北
の
は
つ
れ

御
先
手
／
本
道
の
南
の

方
／
先
陣
／
道
筋
を
西

向
に
馳
か
ヽ
り

御
先
手
／
本
道
の
南
の

方
／
道
よ
り
南
へ
打
て

か
ヽ
る

本
道
よ
り
北
方
／
先
陣

に
進
て
攻
戦
／
浮
田
・

島
津
か
勢
と
相
戦

御
先
手
／
本
道
の
南
の
方

／
先
陣
に
進
て
攻
戦
ふ
／

中
筋
よ
り
敵
陣
へ
か
け
入

る

本
道
よ
り
北
方
／
二

番
勢
に
て
山
の
手
へ

向
ひ
石
田
か
陣
へ
打

て
か
ヽ
る

本
道
よ
り
北
方
／
二

番
勢
に
て
山
の
手
へ

向
ひ
石
田
か
陣
へ
打

て
か
ヽ
る

本
道
よ
り
北
方
／
二
番
勢
に

て
山
の
手
へ
向
ひ
石
田
か
陣

へ
打
て
か
ヽ
る

御
旗
本
の
後
陣
と
し

て
本
道
よ
り
北
方
／

南
宮
山
の
敵
の
御
手

充
な
る
へ
き
か

御
旗
本
の
後
陣
と
し

て
本
道
よ
り
北
方
／

南
宮
山
の
敵
の
御
手

充
な
る
へ
き
か

記
述
な
し

「
石
川
正
西
聞
見

集
」（

1660
年
）

御
は
た
本
は
半
途
山

陰
に
御
ひ
か
へ

先
手
へ
（
中
略
）
指
添

被
遣

記
述
な
し

先
手
へ
（
中
略
）
指
添

被
遣

先
手
へ
（
中
略
）
指
添
被

遣
記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

「
細
川
忠
興
軍
功

記
」（

1664
年
）

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

合
戦
初
申
迄
ハ
（
加

藤
）
左
馬
殿
・（
金

森
）
出
雲
殿
・
黒
田

殿
・
忠
興
公
御
一
所

に
て
敵
味
方
之
位
御

見
合
／
二
度
目
之
時

忠
興
公
御
乗
込

合
戦
初
申
迄
ハ
（
加
藤
）
左

馬
殿
・（
金
森
）
出
雲
殿
・

黒
田
殿
・
忠
興
公
御
一
所
に

て
敵
味
方
之
位
御
見
合

記
述
な
し

記
述
な
し
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徳
川
家
康
隊

福
島
正
則
隊

藤
堂
高
虎
・
京
極
高
知
隊
松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
隊

本
多
忠
勝
隊

田
中
吉
政
隊

細
川
忠
興
隊

黒
田
長
政
・
竹
中
重
門
隊

池
田
輝
政
隊

浅
野
幸
長
隊

山
内
一
豊
隊

「
慶
長
軍
記
」

（
1663）

野
上
村
ノ
西
、
関
ヶ

原
ノ
間
、
桃
ク
ハ
リ

ト
云
所
ニ
少
高
所

御
先
手
一
番
／
関
ヶ
原

町
筋
西
向
ニ
押
通
ル
／

関
ノ
明
神
ノ
森
ヲ
後
ニ

当
テ
備
ケ
ル
／
敵
ハ
備

前
中
納
言

御
先
手
一
番
／
関
ヶ
原

道
ノ
南
／
大
谷
刑
部
少

輔
ニ
向
フ

三
番
／
下
野
守
殿
ハ
先

手
ノ
御
大
将
／
左
衛
門

後
ロ

南
宮
岡
ヶ
鼻
押
／
南
宮
山

岡
カ
鼻
ノ
押
ニ
在
ケ
ル

カ
、
関
ヶ
原
ノ
合
戦
ヲ
見

テ
馳
来
テ
、
横
合
ニ
カ
ケ

入
／
中
筋
ヲ
突
崩
ス

御
先
手
一
番
／
石

田
・
島
津
ニ
向
ヒ
ケ

リ
／
先
手
ト
（
石
田

が
）
合
戦

二
番

二
番
／
先
手
ト
（
石
田
が
）

合
戦
ス

南
宮
岡
ヶ
鼻
押

南
宮
岡
ヶ
鼻
押

大
垣
ヘ
押
ヘ

「
慶
長
軍
記
」

（
1668

年
）

野
上
村
ノ
西
、
関
原

ノ
間
、
桃
ク
ハ
リ
ト

云
所
ニ
少
高
所

御
先
手
一
番
／
関
原
道

筋
西
向
ニ
押
通
ル
／
関

ノ
明
神
ノ
森
ヲ
後
ニ
当

テ
備
ケ
ル
／
敵
ハ
備
前

中
納
言

御
先
手
一
番
／
関
原
道

ノ
南
／
大
谷
刑
部
少
輔

ニ
向

三
番
／
下
野
守
殿
ハ
先

手
ノ
御
大
将
／
左
衛
門

後
ロ

南
宮
岡
ヶ
鼻
ノ
押
ヘ
／
南

宮
山
岡
カ
鼻
ニ
押
ニ
在
ケ

ル
カ
、
関
原
ノ
合
戦
ヲ
見

テ
馳
来
、
横
合
ニ
馳
入
／

中
筋
ヲ
突
崩
ス

御
先
手
一
番
／
石

田
・
島
津
ニ
向
ケ
リ

／
先
手
ト
（
石
田

が
）
合
戦

二
番

二
番
／
先
手
ト
（
石
田
が
）

合
戦
ス

南
宮
岡
ヶ
鼻
ノ
押
ヘ
南
宮
岡
ヶ
鼻
ノ
押
ヘ
大
垣
ノ
押
ヘ

「
武
家
事
紀
」

（
1673

年
）

野
上
ノ
里
ノ
西
、
桃

配
ト
云
山
原

明
日
ノ
御
先
手
／
胴
筋

ノ
道
ヲ
一
文
字
ニ
押
行
山
中
北
国
勢
ノ
方
ヘ

（
明
日
ノ
御
先
手
福
島

左
衛
門
大
夫
正
則
の
）

其
次
井
伊
・
本
多
左
右

に
備
フ
／
宇
喜
多
カ
備

ヘ
カ
ヽ
リ

（
明
日
ノ
御
先
手
福
島
左

衛
門
大
夫
正
則
の
）
其
次

井
伊
・
本
多
左
右
に
備
フ

／
島
津
義
弘
・
宇
喜
多
秀

家
カ
陳
ニ
ハ
セ
入

御
旗
本
ニ
ア
リ
ケ
ル

カ
、
所
ノ
案
内
者
ナ

レ
ハ
是
非
先
陳
ヲ
可

仕
由
申
シ
ス
テ
ヽ
、

諸
手
ノ
ア
ト
ヨ
リ
間

道
ヲ
ヘ
テ
小
関
村
ヘ

ヲ
シ
出
シ
、
逆
徒
三

成
カ
陳
ヘ
切
テ
カ
ヽ

ル

胴
筋
ヨ
リ
（
中
略
）

カ
ヽ
リ
也

胴
筋
ヨ
リ
（
中
略
）
カ
ヽ
リ

也
／
小
関
村
ニ
ヲ
イ
テ
三
成

カ
兵
ニ
ア
タ
リ

南
宮
ノ
押
勢
／
樽
井

ト
野
上
ト
ノ
間
ノ
山

手
ニ
陳

南
宮
ノ
押
勢
／
樽
井

ト
野
上
ト
ノ
間
ノ
山

手
ニ
陳

南
宮
ノ
押
勢
（
中

略
）
樽
井
ト
野
上
ト

ノ
間
ノ
山
手
ニ
陳

「
関
原
日
記
」（
～

1675
年
）

野
上
ト
関
ヶ
原
ト
ノ

間

一
番
、
東
国
方
ノ
先

陣
、
道
筋
ヨ
リ
西
ニ
向

テ
カ
ケ
合
セ
、
海
道
よ

り
北
ノ
方

十
、
道
ヨ
リ
南

井
伊
直
政
：
七

松
平
忠
吉
：
九

八
、
南
宮
山
ノ
備
毛
利
秀

元
カ
押
ヘ
ニ
ア
リ
シ
カ
、

関
ヶ
原
合
戦
ノ
体
ヲ
見
テ

横
合
ニ
カ
ケ
コ
ミ
、
島
津

義
弘
・
浮
田
秀
家
カ
陣
ノ

真
中
ヲ
突
キ
ク
ヅ
ス

五
、
海
道
ヨ
リ
北
ノ

方
二
陳
、
海
道
ヨ
リ
北

ノ
方

黒
田
長
政
：
四
、
海
道
ヨ
リ

北
ノ
方

（
南
宮
山
の
）
押

（
南
宮
山
の
）
押

（
南
宮
山
の
）
押

「
関
ヶ
原
合
戦
誌

記
」（

1687
年
）

野
上
ノ
西
、
海
道
ノ

南
、
桃
ク
ハ
リ
原
ト

云
所

海
道
ノ
先
手
一
番

松
尾
ノ
敵
ヘ
被
差
向

三
番
／
右
ハ
井
伊
侍

従
、
中
ノ
陣
ハ
下
野
守

忠
義
卿
、
是
ハ
先
手

三
番
／
左
ハ
本
多
中
務

海
道
ノ
先
手
一
番

二
番

黒
田
長
政
：
二
番

竹
中
重
門
：
下
野
守
殿
ト

一
ヶ
☒
ニ
右
ノ
方
ニ
備
ヲ
立

ル

岡
ヶ
鼻
ノ
押
／
垂
井

ノ
山
ノ
東
ノ
方
ニ
陣

ヲ
ト
リ
、
南
宮
ノ
手

当

岡
ヶ
鼻
ノ
押
／
垂
井

ノ
山
ノ
東
ノ
方
ニ
陣

ヲ
ト
リ
、
南
宮
ノ
手

当

岡
ヶ
鼻
ノ
押
／
垂
井

ノ
山
ノ
東
ノ
方
ニ
陣

ヲ
ト
リ
、
南
宮
ノ
手

当

「
黒
田
家
譜
」

（
1688

年
）

垂
井
と
関
か
原
の
間

な
る
、
野
上
の
里
の

西
、
桃
配
と
て
海
道

よ
り
少
南
な
る
小
高

き
所

左
軍
／
大
道
の
左
右
／

先
手
／
海
道
の
左
右
を

西
向
に
お
す

左
軍
／
大
道
の
左
右
／

先
手
／
海
道
の
左
右
を

西
向
に
お
す

中
軍
／
其
中
筋
を
押

か
ゝ
る
／
中
の
御
先
手

井
伊
兵
部
少
輔
ハ
、
下

野
守
殿
を
い
さ
な
ひ
、

福
島
の
勢
の
内
を
乗
わ

り
て
先
へ
押
出
る

中
軍

右
軍
／
北
の
山
手
に

備
へ
／
海
道
の
右
を

西
向
に
お
し
行

右
軍
／
北
の
山
手
に

備
へ
／
海
道
の
右
を

西
向
に
お
し
行

右
軍
／
北
の
山
手
に
備
へ
／

長
政
ハ
竹
中
丹
後
守
当
所
の

案
内
を
し
れ
る
人
な
れ
は
、

是
と
同
道
し
、
他
将
に
は
な

れ
て
岩
手
山
の
末
野
を
お
し

給
ふ
、
是
間
道
を
経
て
胆
吹

山
の
麓
、
相
川
の
北
に
出
、

直
に
関
か
原
に
向
て
石
田
か

陣
の
横
合
に
か
ゝ
ら
ん
／
岩

手
山
の
間
道
よ
り
出
来
り

て
、
横
合
に
島
左
近
か
陣
に

か
ゝ
り

此
（
南
宮
山
）
お
さ

へ
／
垂
井
と
野
上
の

里
の
間
の
山
手
に
陣

此
（
南
宮
山
）
お
さ

へ
／
垂
井
と
野
上
の

里
の
間
の
山
手
に
陣
記
述
な
し

「
石
田
軍
記
」

（
1698

年
の
刊
本
あ

り
）

野
上
村
の
西
、
海
道

の
南
、
桃
配
と
い
ふ

山
の
原
／
野
上
と
関

原
の
間

一
番
の
備
／
不
破
の
関

の
明
神
の
森
を
後
に
当

て
、
山
中
宿
の
海
道
筋

を
ぞ
立
切
／
東
軍
の
先

将
／
海
道
筋
を
南
向
に

取
掛
／
東
軍
の
先
陣
／

海
道
よ
り
北
へ
押
出
／

小
西
・
宇
喜
多
・
島
津

兄
弟
の
人
々
と
、
相
掛

に
馳
寄
つ
て
、
福
島
槍

を
始
め
し

一
番
の
備
／
藤
堂
佐
渡

守
高
虎
は
、
下
野
守
殿

備
よ
り
、
左
の
方
に
当

つ
て
、
牧
田
海
道
に
陣

／
藤
堂
・
京
極
両
人

は
、
海
堂
の
南
へ
押
出

／
左
の
方
は
道
よ
り
南

／
此
表
へ
は
、
大
谷
・

平
塚
・
戸
田
武
蔵
・
津

田
長
門
守
、
馳
せ
向
う

三
番
／
木
俣
右
京
は

（
中
略
）
井
伊
が
胴
勢

引
連
れ
て
、
北
国
海
道

を
、
乾
に
向
つ
て
備
を

立
て
た
り
／
松
平
下
野

守
は
、
福
島
が
備
に
引

下
つ
て
、
上
海
道
を
絶

断
／
此
（
福
島
）
手
の

御
横
目
は
、
井
伊
兵
部

少
輔
直
政

三
番
／
押
勢
と
御
旗
本
と

の
其
間
、
胆
吹
河
原
に
残

し
給
ふ
は
、
本
多
中
務
が

胴
勢
／
毛
利
が
請
手
な
る

を
見
て
、
横
合
に
駈
入
り

中
筋
へ
抜
け
出

一
番
の
備
／
右
の
手

先
／
胆
山
の
麓
／
山

の
手
よ
り
馳
寄
／
北

の
山
の
手
石
田
三
成

と
秀
雄
両
将
駈
合

二
番
／
中
筋
／
北
の

山
の
手
（
中
略
）
石

田
三
成
と
秀
雄
両
将

駈
合

二
番
／
中
筋
／
黒
田
が
北
の

山
の
手
／
北
の
山
の
手
（
中

略
）
石
田
三
成
と
秀
雄
両
将

駈
合

南
宮
山
に
陣
取
せ
し

西
国
勢
の
圧
／
垂
井

近
辺

南
宮
山
に
陣
取
せ
し

西
国
勢
の
圧
／
垂
井

近
辺

一
番
の
備



近
世
・
近
代
に
お
け
る
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
認
識

（17）342

徳
川
家
康
隊

福
島
正
則
隊

藤
堂
高
虎
・
京
極
高
知
隊
松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
隊

本
多
忠
勝
隊

田
中
吉
政
隊

細
川
忠
興
隊

黒
田
長
政
・
竹
中
重
門
隊

池
田
輝
政
隊

浅
野
幸
長
隊

山
内
一
豊
隊

「
関
ヶ
原
御
合
戦

記
」（

1706
年
写
と

記
入
さ
れ
た
本
あ
り
）

関
原
ト
野
上
村
ノ

間
、
桃
配
ト
云
野
上

山
ノ
下
小
山
、
海
道

左
リ
手

一
／
東
国
ノ
先
陣
／
西

北
ニ
向
テ
駈
合
／
海
道

北
八
幡
宮
ノ
渡
ヨ
リ
海

道
ノ
辺
迄
／
西
方
ハ
石

田
三
成
・
小
西
行
長
・

島
津
・
宇
喜
多

九
、
京
極
修
理
太
輔
高

政
／
十
、
藤
堂
佐
渡
守

高
虎
／
道
ヨ
リ
南
／
西

国
方
戸
田
武
蔵
守
・
津

田
長
門
守
・
宇
喜
多
・

島
津
カ
人
数
ト
互
ニ
掛

テ
／
海
道
中
筋
／
小

西
・
宇
喜
多
人
数
ト
働

ク

六
、
井
伊
兵
部
少
輔
直

政
／
是
北
国
海
道
ノ
左

右
八
幡
宮
ノ
後

八
／
道
ヨ
リ
南
／
西
国
方

戸
田
武
蔵
守
・
津
田
長
門

守
・
宇
喜
多
・
島
津
カ
人

数
ト
互
ニ
掛
テ
先
ヲ
争
フ

／
南
宮
山
ノ
敵
、
牧
田
口

ノ
押
ニ
十
九
夜
ト
云
フ
池

ノ
上
ニ
備
在
ケ
ル
カ
関
原

左
合
ノ
合
戦
ノ
体
ヲ
見
テ

横
合
ニ
駈
込
、
島
津
義

弘
・
宇
喜
多
秀
家
ノ
陣
ノ

真
中
ヲ
突
頽

五
／
海
道
北
八
幡
宮

ノ
渡
ヨ
リ
海
道
ノ
辺

迄
／
西
方
ハ
石
田
三

成
・
小
西
行
長
・
島

津
・
宇
喜
多

二
／
北
国
海
道
ノ
左

右
八
幡
宮
ノ
後
／
海

道
北
八
幡
宮
ノ
渡
ヨ

リ
海
道
ノ
辺
迄
／
西

方
ハ
石
田
三
成
・
小

西
行
長
・
島
津
・
宇

喜
多

四
、
黒
田
甲
斐
守
長
政
／
北

国
海
道
ノ
左
右
八
幡
宮
ノ
後

／
竹
中
丹
後
守
重
門
ト
加
藤

左
衛
門
尉
貞
泰
ハ
陣
所
一
所

ニ
雖
有
之
、
重
門
ハ
領
知
故

勝
負
ニ
不
構
地
形
案
内
可
仕

之
旨
従
家
康
公
被
仰
付
依
之

諸
備
ヲ
回
リ
地
利
ノ
案
内
也

／
海
道
北
八
幡
宮
ノ
渡
ヨ
リ

海
道
ノ
辺
迄
／
西
方
ハ
石
田

三
成
・
小
西
行
長
・
島
津
・

宇
喜
多

此
（
南
宮
山
岡
ヶ

鼻
）
押
ニ
垂
井
宿
ノ

町
後
、
後
生
野
ト
云

処

垂
井
ト
野
上
ト
ノ
一

里
塚
ノ
西
ノ
野

十
一
／
一
里
塚
ヨ
リ

西
、
桃
配
迄
ノ
間

「
武
徳
安
民
記
」

（
1708

年
）

垂
井
ノ
西
、
灰
配
ト

云
山
原

関
東
方
ノ
魁
首
／
不
破

ノ
関
明
神
ノ
森
ヲ
後
ニ

ア
テ
／
山
中
宿
ノ
海
道

ヲ
立
切
／
凶
徒
ノ
魁
首

浮
田
中
納
言
秀
家
ト

タ
ゝ
カ
ヒ
ケ
ル

彼
（
松
尾
山
）
オ
サ
ヘ

勢
／
最
初
ヨ
リ
仰
ヲ
蒙

リ
金
吾
幷
彼
輩
カ
手
ア

テ
ト
シ
テ
此
表
ヘ
向
ヒ

ケ
ル
／
大
谷
以
下
ヲ
挫

ヒ
シ
キ
、
石
田
・
小
西

ヲ
追
ウ
チ

吾
兵
ヲ
ハ
家
臣
木
股
土

佐
ニ
命
シ
御
下
知
ヲ
守

リ
テ
備
ヘ
サ
セ
松
平
下

野
守
忠
吉
朝
臣
ノ
備
ニ

往
テ
／
忠
吉
朝
臣
ト
相

ト
モ
ニ
（
中
略
）
島
津

カ
陣
ヘ
突
入

南
宮
山
ノ
オ
サ
ヘ
勢
ト
雪

吹
山
ノ
間
ニ
屯
ス
ル
／
横

鑓
ヲ
入
レ
、
真
シ
ク
ラ
ニ

中
筋
ヲ
突
破
リ
／
忠
勝
遂

ニ
島
津
カ
堅
陣
ヲ
破
リ

右
ノ
手
先
雪
吹
山
ノ

フ
モ
ト

関
東
方
ノ
魁
首
／
中

筋
ハ
細
川
・
加
藤
ヲ

先
備

中
筋
ハ
細
川
・
加
藤
ヲ
先
備

ト
シ
テ
黒
田
甲
斐
守
長
政

（
中
略
）
一
列
タ
リ

垂
井
口
ヘ
差
向
ラ
レ

／
南
宮
山
ノ
手
ア
テ
垂
井
口
ヘ
差
向
ラ
レ

／
南
宮
山
ノ
手
ア
テ

南
宮
山
ノ
オ
サ
ヘ
勢

ト
雪
吹
山
ノ
間
ニ
屯

ス
ル
／
横
鑓
ヲ
入

レ
、
真
シ
ク
ラ
ニ
中

筋
ヲ
突
破
リ

「
関
原
軍
記
大
成
」

（
1713

年
）

野
上
村
の
西
、
海
道

の
南
、
桃
配
と
い
ふ

所

一
番
／
関
の
明
神
を
後

に
当
て
ゝ
備
／
先
陣
／

道
筋
を
西
向
に
、
秀
家

卿
の
手
へ
討
つ
て
懸
る

一
番
／
大
谷
が
先
鋒
へ

向
ひ

三
番

三
番

一
番
／
小
関
野
の
敵

と
戦
は
ん
為
め
に
、

兵
士
を
進
め
ら
る

二
番
／
小
関
野
の
敵

と
戦
は
ん
為
め
に
、

兵
士
を
進
め
ら
る

二
番
／
黒
田
長
政
は
、
竹
中

丹
後
守
に
道
路
を
案
内
さ
せ

て
、
岩
手
山
の
麓
に
、
相
川

よ
り
栗
毛
・
小
栗
毛
に
至

り
、
小
栗
毛
の
河
原
に
備
を

立
て
ら
れ

南
宮
山
・
栗
原
山
の

抑
／
垂
井
山
の
東
の

方
に
陣

南
宮
山
・
栗
原
山
の

抑
／
垂
井
山
の
東
の

方
に
陣

南
宮
山
・
栗
原
山
の

抑
／
垂
井
山
の
東
の

方
に
陣

「
関
ヶ
原
軍
記
大

全
」（

1720
頃
）

野
上
村
西
、
海
道
の

南
成
桃
配
野
村
と
い

ふ
所
の
山
原

一
番

一
番
組

先
陣
の
御
軍
代
ハ
井
伊

兵
部
少
輔
直
政
／
其

（
三
番
）
次
ハ
松
平
下

野
守
殿
の
御
旗

惣
軍
の
押
に
は
御
軍
代
後

陣
の
奉
行
本
多
中
務
太
輔

忠
勝

三
番

三
番

二
番
／
北
の
手
よ
り
押
出
す
南
宮
山
の
押

南
宮
山
の
押

石
田
か
備
と
見
る
な

ら
は
一
番
に
加
藤
左

馬
助
・
山
内
対
馬
守

攻
進
る
へ
し
と
の
定

「
赤
坂
安
楽
寺
旧

記
」（

1745
年
）

野
上
村
西
ノ
街
道
ノ

南
、
桃
配
山

壱
番
備
／
関
ヶ
原
大
関

村
境
迄
／
一
番
備
ノ
衆

中
藤
下
村
陣
所
へ
申
遣

候
得
ハ
早
速
関
ヶ
原
北

ノ
野
ヘ
馳
付

壱
番
備
／
関
ヶ
原
大
関

村
境
迄
／
一
番
備
ノ
衆

中
、
藤
下
村
陣
所
へ
申

遣
候
得
ハ
、
早
速
関
ヶ

原
北
ノ
野
ヘ
馳
付

三
番
備
／
五
町
程
東

三
番
備
／
五
町
程
東

壱
番
備
／
関
ヶ
原
大

関
村
境
迄
／
一
番
備

ノ
衆
中
藤
下
村
陣
所

へ
申
遣
候
得
ハ
、
早

速
関
ヶ
原
北
ノ
野
ヘ

馳
付

弐
番
備
／
合
川
山

四
五
町
東
八
幡
宮
東

ノ
森
迄

弐
番
備
／
合
川
山
四
五
町
東

八
幡
宮
東
ノ
森
迄

南
宮
栗
原
筋
押

垂
井
西
壱
里
塚

壱
番
備
／
関
ヶ
原
大

関
村
境
迄
／
一
番
備

ノ
衆
中
藤
下
村
陣
所

へ
申
遣
候
得
ハ
、
早

速
関
ヶ
原
北
ノ
野
ヘ

馳
付

「
大
三
川
志
」

（
1763

年
）

野
上
村
ノ
西
、
海
道

ノ
南
ト
関
原
ノ
間
ノ

桃
配
原
ノ
少
シ
高
キ

所

先
陣
／
本
道
ヨ
リ
南
方

ニ
陣
／
福
島
正
則
ハ
宇

喜
多
秀
家
ニ
対
シ
／
関

ノ
明
神
ノ
林
ヲ
背
ニ
当

テ
陣
、
秀
家
ノ
陣
ニ
向

テ
兵
ヲ
進
メ

京
極
高
知
：
忠
吉
君
ノ

陣
ヨ
リ
左
／
本
道
ノ
南

ニ
当
テ
牧
田
海
道
ニ
陣

京
極
高
知
・
藤
堂
高

虎
：
先
陣
ニ
属
ス
ト
雖

ト
モ
実
ハ
松
尾
山
ノ
賊

ニ
備
フ
／
本
道
ノ
南
／

大
谷
吉
隆
ニ
対
ス

松
平
忠
吉
：
正
則
ヨ
リ

引
退
キ
、
上
方
海
道
ヲ

取
切
リ
、
本
道
ヨ
リ
北

ニ
陣
井
伊
直
政
：
本
道
ヨ
リ

北
ノ
方
ニ
陣
／
石
田
三

成
及
ヒ
島
津
義
弘
ニ
対

シ

本
道
ノ
南
ニ
陣

本
道
ヨ
リ
北
ノ
方
ニ

陣
／
石
田
三
成
及
ヒ

島
津
義
弘
ニ
対
シ

本
道
ヨ
リ
北
ノ
方
ニ

陣
／
石
田
三
成
及
ヒ

島
津
義
弘
ニ
対
シ

本
道
ヨ
リ
北
ノ
方
ニ
陣
／
石

田
三
成
及
ヒ
島
津
義
弘
ニ
対

シ
／
竹
中
重
門
ヲ
嚮
導
ト
シ

岩
手
山
麓
ノ
間
道
相
川
ヨ
リ

西
、
栗
毛
・
北
栗
毛
ニ
到
リ

河
原
ニ
備
ヘ
三
成
カ
陣
ニ
向

フ

後
陣
ト
シ
テ
本
道
ヨ

リ
北
ニ
陣
シ
、
南
宮

山
ノ
賊
徒
ニ
備
フ

後
陣
ト
シ
テ
本
道
ヨ

リ
北
ニ
陣
シ
、
南
宮

山
ノ
賊
徒
ニ
備
フ

本
道
ヨ
リ
北
ノ
方
ニ

陣
／
石
田
三
成
及
ヒ

島
津
義
弘
ニ
対
シ

「
関
ヶ
原
進
退
秘

訣
」（

1775
年
頃
成

立
）

布
陣
地
に
関
す
る
記

述
な
し

御
先
手
ノ
大
名
／
一
番

／
内
府
公
一
ノ
先
手

関
ヶ
原
ニ
出
張
ス
ル
御

先
手
ノ
大
名
／
十
番
藤

堂
佐
渡
守
高
虎
／
十
二

番
織
田
源
五
信
益
入
道

有
楽
子
息
河
内
守
長

孝
、
左
ニ
京
極
丹
後
守

高
知
／
内
府
公
左
股
一

ノ
御
先
手

下
野
守
忠
吉
卿
ヲ
以
テ

先
陣
ノ
大
将
軍
／
御
先

手
ノ
御
目
代
井
伊
兵
部

少
輔
直
政
・
本
多
中
務

太
輔
忠
勝
／
関
ヶ
原
ニ

出
張
ス
ル
御
先
手
ノ
大

名
／
七
番
井
伊
兵
部
少

輔
直
政
／
九
番
下
野
守

忠
吉
卿

御
先
手
ノ
御
目
代
／
関
ヶ

原
ニ
出
張
ス
ル
御
先
手
ノ

大
名
（
中
略
）
八
番
本
多

中
務
太
輔
忠
勝

関
ヶ
原
ニ
出
張
ス
ル

御
先
手
ノ
大
名
／
五

番
田
中
兵
部
太
輔
吉

政
（
中
略
）
御
先
手

／
三
成
カ
先
手
島
左

近
等
或
ハ
兵
ヲ
押
出

ス
／
海
道
ヨ
リ
北
ノ

先
陣

関
ヶ
原
ニ
出
張
ス
ル

御
先
手
ノ
大
名
／
二

番
細
川
越
中
守
忠
興

／
海
道
ヨ
リ
北
ノ
先

陣

関
ヶ
原
ニ
出
張
ス
ル
御
先
手

ノ
大
名
／
四
番
黒
田
甲
斐
守

長
政
／
御
先
手
／
三
成
カ
先

手
島
左
近
等
或
ハ
兵
ヲ
押
出

ス
／
海
道
ヨ
リ
北
ノ
先
陣

南
宮
山
岡
ヶ
鼻
ノ
敵

ニ
向
ハ
シ
メ

南
宮
山
岡
ヶ
鼻
ノ
敵

ニ
向
ハ
シ
メ

十
二
番
／
右
ニ
山
内

対
馬
守
一
豊
（
中

略
）
南
宮
山
岡
ヶ
鼻

ノ
敵
ニ
向
ハ
シ
メ
玉

ヒ
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（18）341

徳
川
家
康
隊

福
島
正
則
隊

藤
堂
高
虎
・
京
極
高
知
隊
松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
隊

本
多
忠
勝
隊

田
中
吉
政
隊

細
川
忠
興
隊

黒
田
長
政
・
竹
中
重
門
隊

池
田
輝
政
隊

浅
野
幸
長
隊

山
内
一
豊
隊

「
慶
長
中
外
伝
」

（
～

1783
年
）

本
多
忠
勝
か
陣
の
弐

町
ほ
と
後
ろ
／
野
上

の
西
の
海
道
乃
南
、

桃
配
り
原
と
云
所

海
道
の
先
手
、
壱
番

海
道
の
先
手
、
壱
番
／

松
尾
山
の
敵
へ
差
向
ら

る

三
番
右
の
方
、
井
伊
兵

部
少
輔
直
政
、
三
番
中

の
御
陣
に
は
下
野
守
忠

吉
卿

三
番
に
ハ
左
り
方

海
道
の
先
手
、
壱
番

に
は
福
島
左
衛
門
太

夫
正
則
、
此
組
に
は

（
中
略
）
田
中
兵
部

太
輔
忠
政
〔
マ
マ
〕

二
番

黒
田
長
政
：
二
番

竹
中
重
門
：
此
（
松
平
忠
吉
）

次
に
寄
合
衆
四
組
に
て
、
忠

吉
卿
と
直
政
の
手
と
双
方
へ

一
ヶ
淪
備
へ
を
立
る

垂
井
の
本
の
方
に
陣

／
南
宮
山
の
敵
の
手

当

垂
井
の
本
の
方
に
陣

／
南
宮
山
の
敵
の
手

当

垂
井
の
本
の
方
に
陣

／
南
宮
山
の
敵
の
手

当

「
関
ヶ
原
御
合
戦
備

書
」（
～

1785
年
）
野
上
村
之
西
、
海
道

之
南
山
麓
桃
配

関
原
西
海
道
ヨ
リ
南
之

方
、
大
関
村
之
関
明
神

之
辺
迄
／
乾
之
方
に
向

て
陣
取
／
海
道
之
中
筋

／
石
田
・
小
西
・
島

津
・
浮
田
之
勢
と
互
に

死
を
軽
し
て
戦
ふ

関
原
西
海
道
ヨ
リ
南
之

方
、
大
関
村
之
関
明
神

之
辺
迄
／
乾
之
方
に
向

て
陣
取
／
中
山
道
之
道

よ
り
南
／
浮
田
・
島
津

之
勢
に
互
ニ
掛

右
、
北
山
之
東
、
茨
谷

と
云
所
／
関
原
町
口
之

北
に
当
る
／
北
国
海
道

之
左
右
八
幡
宮
之
後

牧
田
海
道
十
九
女
ガ
池
ノ

野
／
中
山
道
之
道
よ
り
南

／
浮
田
・
島
津
之
勢
に
互

ニ
掛

関
原
海
道
よ
り
北
合

川
山
口
よ
り
八
幡
宮

森
迄
／
海
道
之
中
筋

／
石
田
・
小
西
・
島

津
・
浮
田
之
勢
と
互

に
死
を
軽
し
て
戦
ふ

関
原
海
道
よ
り
北
合

川
山
口
よ
り
八
幡
宮

森
迄
／
北
国
海
道
之

左
右
八
幡
宮
之
後

合
川
山
口
よ
り
三
町
程
東
北

之
山
手
、
丸
山
と
い
ふ
所
／

右
丸
山
ハ
狼
煙
場
／
北
国
海

道
之
左
右
八
幡
宮
之
後

垂
井
宿
之
後
生
野

垂
井
野
上
之
間
、
一

里
塚

野
上
村
之
東

「
関
ヶ
原
御
陣
御
備

手
配
留
」（
成
立
年

不
詳
）

野
上
村
西
、
海
道
よ

り
南
、
山
林
之
ふ
も

と
桃
く
は
り
と
い
ふ

所
／
野
上
村
桃
く
ば

り
と
言
所
の
山
原

関
ケ
原
西
海
道
よ
り

南
、
大
関
村
関
之
明
神

へ
ん
ま
で
出
張
り
先
陣

／
あ
い
乃
山
道
に
旗
を

跡
へ
返
し
ひ
そ
か
に
左

り
乃
方
へ
か
ゝ
り
／
海

道
乃
中
筋
／
石
田
・
小

西
・
島
津
・
宇
喜
多
乃

勢
と
た
か
ひ
に
死
を
か

ろ
く
し
て
戦
ふ

左
り
備
／
い
ぬ
ゐ
の
方

に
向
ひ
て
陣
／
海
道
の

南
へ
押
か
ゝ
り
、
関
口

乃
す
戸
を
や
ふ
り
て

た
ゝ
か
ふ
、
／
中
山
道

乃
南
／
宇
喜
多
・
島
津

ノ
勢
懸

同
山
（
丸
山
）
の
東
は

き
谷
と
言
所
／
関
ヶ
原

両
口
よ
り
北
に
あ
た

る
、
但
シ
三
番
そ
な
へ

／
中
軍
／
四
方
迄
守
り

て
其
よ
わ
き
方
を
す
く

わ
ん
と
す
る
三
段
三
将

乃
御
備
／
直
に
道
筋
を

押
立
、
備
前
勢
・
小
西

勢
・
石
田
勢
へ
か
ゝ
り

合
戦
始
め
欤
／
北
海
道

八
幡
宮
乃
う
し
ろ

牧
田
海
道
十
九
女
が
池
よ

り
■
■
（
欠
字
）
／
三
ば

ん
の
備
／
右
ニ
備
ハ
ち
う

軍
と
し
て
よ
わ
き
方
む
か

へ
ら
る
べ
き
御
手
当
／
中

軍
／
四
方
迄
守
り
て
其
よ

わ
き
方
を
す
く
わ
ん
と
す

る
三
段
三
将
乃
御
備
／
中

山
道
乃
南
／
宇
喜
多
・
島

津
ノ
勢
懸
り

関
ケ
原
海
道
よ
り
北

相
川
山
口
よ
り
八
幡

宮
森
迄
／
海
道
乃
中

筋
／
石
田
・
小
西
・

島
津
・
宇
喜
多
乃
勢

と
た
か
ひ
に
死
を
か

ろ
く
し
て
戦
ふ

関
ケ
原
海
道
よ
り
北

相
川
山
口
よ
り
八
幡

宮
森
迄
／
直
に
道
筋

を
押
立
、
備
前
勢
・

小
西
勢
・
石
田
勢
へ

か
ゝ
り
合
戦
始
め
欤

／
北
海
道
八
幡
宮
乃

う
し
ろ

右
之
備
ハ
相
川
山
口
よ
り
三

丁
程
東
北
の
て
丸
山
と
言
ふ

所
／
丸
山
ハ
■
〔
ろ
カ
〕
う

ゑ
ん
ば
／
北
海
道
八
幡
宮
乃

う
し
ろ

垂
井
宿
南
う
し
か
い

野
（
カ
）
／
南
宮
山

お
さ
へ

垂
井
野
上
乃
間
一
里

塚
／
南
宮
山
お
さ
へ
大
備
／
西
ニ
向
ひ
て

備

「
関
ヶ
原
合
戦
聞

書
」（
成
立
年
不
詳
）

野
か
み
村
の
西
、
海

道
の
南
、
も
ヽ
く
は

り
と
云
山
原

一
番
備
／
御
先
手
／
本

道
筋
を
西
に
向
ひ
取
掛
一
番
備
／
海
道
の
南
へ

押
出

三
番
備

三
番
備

一
番
備

二
番
備
／
中
筋
小

西
・
島
津
・
大
谷
刑

部
・
備
前
中
納
言
・

平
塚
因
幡
守
・
戸
田

武
蔵
守
備
の
方
、
南

向
に
と
り
被
掛

二
番
備
／
北
の
山
手
石
田
治

部
少
・
島
津
兵
庫
頭
打
向
ひ

被
掛

南
宮
山
の
手
へ
被
遣
南
宮
山
の
手
へ
被
遣
一
番
備

「
慶
長
擾
乱
」（
成

立
年
不
詳
）

関
ヶ
原
桃
賦
原
／
御

本
陣
ハ
桃
賦
原
ニ
定

メ
ラ
レ
、
御
自
身
ハ

初
ヨ
リ
井
伊
直
政
ガ

陣
ニ
居

西
ニ
向
テ
／
石
田
ヲ
当

ニ
陣
ヲ
張
ル
／
先
手
ノ

大
将

遥
東
ノ
方
少
シ
引
ヘ
テ

／
大
谷
・
戸
田
ガ
手
、

朽
木
・
脇
阪
カ
手
両
方

ヲ
兼
テ
請
備
ヲ
ナ
ス

二
ノ
手
／
少
シ
右
ヘ
引

退
キ
井
伊
直
政
・
本
多

忠
勝
夫
ヨ
リ
少
シ
後
ニ

下
野
守
殿
ノ
御
陣
ヲ
備

フ
／
下
野
守
殿
ハ
井
伊

直
政
ト
ト
モ
ニ
島
津
カ

備
ニ
斬
テ
入

二
ノ
手
／
少
シ
右
ヘ
引
退

キ
井
伊
直
政
・
本
多
忠
勝
西
ニ
向
テ
／
石
田
ヲ

当
ニ
陣
ヲ
張
ル

其
（
福
島
等
）
次
／

島
津
ヲ
当
ニ
ス
／
横

合
ニ
蒐
リ
妻
手
ニ
ナ

レ
バ
木
戸
左
衛
門
ニ

下
知
ヲ
シ
テ
備
ヲ
張

出
シ
、
浮
田
ガ
備
ヘ

ニ
攻
蒐
ル

其
（
細
川
等
）
次
／
浮
田
ニ

向
フ
／
横
合
ニ
蒐
リ
、
妻
手

ニ
ナ
レ
バ
木
戸
左
衛
門
ニ
下

知
ヲ
シ
テ
備
ヲ
張
出
シ
、
浮

田
ガ
備
ヘ
ニ
攻
蒐
ル

南
宮
山
ノ
押
ヘ

南
宮
山
ノ
押
ヘ

其
（
福
島
等
）
次
／

島
津
ヲ
当
ニ
ス
／
横

合
ニ
蒐
リ
妻
手
ニ
ナ

レ
バ
、
木
戸
左
衛
門

ニ
下
知
ヲ
シ
テ
備
ヲ

張
出
シ
、
浮
田
ガ
備

ヘ
ニ
攻
蒐
ル

「
武
鑑
要
略
慶
長
軍

記
」（
成
立
年
不
詳
）
野
上
関
原
之
間
、
宮

代
ノ
西
ノ
方

東
国
之
魁
首
／
道
筋
ヲ

向
西
ニ
駈
合
ス

自
関
原
左
ノ
道
筋
、
南

藤
堂
佐
渡
守
・
京
極
侍

従
懸
リ
西
向
ニ
相
戦
、

終
ニ
追
崩
ス
大
谷
之
軍

兵
ヲ

東
国
之
魁
首
／
道
筋
ヲ

向
西
ニ
駈
合
ス
／
下
野

守
相
共
ニ
一
番
ニ
駈
入

大
垣
為
押
ト
遣
シ
／
毛
利

在
請
手
ニ
、
見
テ
関
原
合

戦
ヲ
、
横
合
ニ
駈
入
中
筋

自
北
ノ
原
小
関
ノ
村

中
チ
、
小
西
其
外
西

兵
出
ス
軽
卒
、
此
手

先
田
中
兵
部
・
金
森

父
子
駈
合
四
方
入
乱

レ
合
戦

具
体
的
な
地
名
に
関

す
る
記
述
な
し

具
体
的
な
地
名
に
関
す
る
記

述
な
し

為
メ
ニ
彼
（
南
宮

山
）
カ
遣
シ

為
メ
ニ
彼
カ
（
南
宮

山
）
遣
シ

為
メ
ニ
彼
（
南
宮

山
）
カ
遣
シ

『
関
ヶ
原
戦
史
略
』

（
1888

年
）

野
上
村
ノ
西
、
桃
配

原
ノ
小
丘
上

本
軍
（
進
撃
軍
）
第
一

陣
／
関
明
神
ノ
林
ヲ
背

ニ
シ
テ
陣

本
軍
（
進
撃
軍
）
第
一

陣
／
主
ト
シ
テ
松
尾
山

ノ
敵
ニ
対
ス
ヘ
キ
ノ
特

任
ヲ
帯
フ

本
軍
（
進
撃
軍
）
第
三

陣
　
分
ツ
テ
左
右
中
ノ

三
部
ト
ス
、
右
　
井
伊

直
政
　
中
　
松
平
忠
吉

／
第
三
陣
ノ
井
伊
・
松

平
ノ
兵
亦
漸
次
来
リ
、

（
第
二
陣
の
島
津
と
の

交
戦
に
）
加
ハ
ヽ
リ

本
軍
（
進
撃
軍
）
第
三
陣
　

分
ツ
テ
左
右
中
ノ
三
部
ト

ス
、
左
　
本
多
忠
勝
／
石

田
別
将
ニ
命
シ
、
兵
二
千

ヲ
以
テ
北
方
高
地
ヨ
リ
東

軍
ノ
右
翼
ヲ
突
カ
ン
ト
謀

ル
、
東
軍
主
将
遥
カ
ニ
之

ヲ
見
テ
第
三
陣
ノ
将
本
多

忠
勝
ニ
令
シ
之
ニ
備
ヘ
シ

ム

本
軍
（
進
撃
軍
）
第

一
陣
／
北
方
即
チ
東

軍
ノ
右
翼
ニ
在
リ
テ

ハ
初
メ
第
一
陣
ノ
田

中
ノ
兵
石
田
ノ
前
隊

ト
銃
戦
ヲ
開
ク

本
軍
（
進
撃
軍
）
第

二
陣
／
中
央
ニ
在
リ

テ
／
島
津
ト
交
戦

黒
田
長
政
：
本
軍
（
進
撃
軍
）

第
二
陣
／
島
等
其
兵
ヲ
進
メ

テ
田
中
ノ
隊
ヲ
撃
ツ
、
第
二

陣
ノ
黒
田
之
ヲ
援
ケ
共
ニ
撃

テ
之
ヲ
柵
ニ
退
ソ
カ
シ
ム

竹
中
重
門
：
本
軍
（
進
撃
軍
）

第
三
陣
　
中
　
松
平
忠
吉
　

此
組

二
、
垂
井
山
支
隊
、

此
支
隊
ハ
垂
井
山
ノ

東
ニ
陣
シ
、
南
宮
山

ノ
敵
ニ
当
タ
ル
ヲ
以

テ
任
務
ト
ス
／
南
宮

山
ノ
麓
ニ
進
ム

二
、
垂
井
山
支
隊
、

此
支
隊
ハ
垂
井
山
ノ

東
ニ
陣
シ
、
南
宮
山

ノ
敵
ニ
当
タ
ル
ヲ
以

テ
任
務
ト
ス
／
南
宮

山
ノ
麓
ニ
進
ム

二
、
垂
井
山
支
隊
、

此
支
隊
ハ
垂
井
山
ノ

東
ニ
陣
シ
、
南
宮
山

ノ
敵
ニ
当
タ
ル
ヲ
以

テ
任
務
ト
ス



近
世
・
近
代
に
お
け
る
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
認
識

（19）340

徳
川
家
康
隊

福
島
正
則
隊

藤
堂
高
虎
・
京
極
高
知
隊
松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
隊

本
多
忠
勝
隊

田
中
吉
政
隊

細
川
忠
興
隊

黒
田
長
政
・
竹
中
重
門
隊

池
田
輝
政
隊

浅
野
幸
長
隊

山
内
一
豊
隊

『
関
原
戦
記
略
』

（
1889

年
）

桃
配

先
頭
　
関
明
神
ノ
前
／

福
島
、
浮
田
ノ
両
隊
更

ニ
刀
槍
ヲ
以
テ
接
戦

牧
田
道
ノ
西
　
松
尾
山

（
中
略
）
ノ
敵
ニ
備
フ

／
大
谷
ノ
部
下
戸
田
・

平
塚
等
ノ
隊
ト
接
戦

茨
原
／
井
伊
・
松
平
進

ン
テ
島
津
ノ
隊
ニ
逼

リ
、
刀
槍
戦
ヲ
始
ム

十
九
女
池
ノ
北
／
島
津
及

ヒ
小
西
ノ
隊
ニ
向
ヒ
接
戦

ス
／
石
田
ノ
兵
二
千
ヲ
分

チ
迂
回
シ
テ
黒
田
等
ノ
隊

ヲ
側
撃
セ
シ
ム
、
本
多
転

戦
シ
テ
之
ヲ
却
ケ
又
回
リ

テ
島
津
ノ
隊
ヲ
側
撃

丸
山
ノ
南
／
石
田
ノ

隊
ト
接
戦

丸
山
ノ
南
／
石
田
ノ

隊
ト
接
戦

丸
山
ノ
南
／
石
田
ノ
隊
ト
接

戦
御
所
野
／
南
宮
山
ノ

敵
ニ
備

一
里
塚
／
南
宮
山
ノ

敵
ニ
備

野
上
村
／
始
ハ
南
宮

山
ノ
敵
ニ
備
ヘ
、
後

チ
関
原
ニ
進
戦

『
関
原
合
戦
図
志
』

（
1892

年
）

野
上
村
ノ
西
、
中
山

道
ノ
南
、
桃
配
山

一
番
隊
、
先
鋒
／
関
ヶ

原
ノ
西
、
大
関
ニ
至

リ
、
関
ノ
明
神
ノ
森
ヲ

後
ニ
シ
、
中
山
道
ノ
南

ニ
備
ヘ
／
西
軍
浮
田
秀

家
ガ
天
満
山
ノ
陣
ニ
陣

セ
リ

一
番
隊
／
中
山
道
ノ

南
、
柴
井
〈
関
ヶ
原
村
〉

ニ
屯
シ
テ
以
テ
松
尾

山
・
山
中
等
ノ
西
軍
ニ

備

三
番
備
／
井
伊
直
政
ハ

関
ヶ
原
駅
ノ
北
、
中
山

道
ノ
右
ナ
ル
茨
原
ニ
備

ヲ
立
テ
、
其
右
少
シ
退

キ
タ
ル
所
ニ
松
平
忠
吉

陣

三
番
隊
、
本
多
忠
勝
ハ

関
ヶ
原
ノ
左
、
十
九
女
池

ノ
西
ノ
野
ニ
備
ヲ
立
ツ

一
番
隊
／
之
（
福
島

隊
）
ニ
次
テ
（
中
略
）

田
中
吉
政
ハ
順
次
中

山
道
ノ
北
ニ
列
シ
テ

以
テ
天
満
山
以
北
ノ

敵
軍
ニ
対
シ

二
番
隊
／
中
山
道
ノ

北
、
中
筋
〈
関
ヶ
原

八
幡
神
社
ノ
後
ヨ
リ

相
川
ニ
至
ル
迄
北
国

道
ニ
沿
ヒ
タ
ル
地
ヲ

云
フ
〉
ニ
備
ヲ
並
列

二
番
隊
／
岡
山
ノ
麓
ニ
屯

ス
、
此
諸
隊
ハ
笹
尾
小
池
天

満
山
ノ
西
軍
ニ
対
セ
リ
、

〈
竹
中
ハ
小
身
ナ
ル
ヲ
以
テ

寄
合
衆
一
隊
ノ
中
ニ
ア
リ
シ

ガ
此
辺
ノ
地
頭
タ
ル
ヲ
以
テ

予
テ
家
康
ヨ
リ
地
理
ノ
案
内

ヲ
為
ス
ベ
キ
旨
ヲ
命
ゼ
リ
、

此
岡
山
ノ
下
ニ
来
リ
シ
ハ
蓋

黒
田
ノ
為
ニ
地
理
ノ
嚮
導
ヲ

兼
チ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
〉

南
宮
山
押
ノ
隊
／
垂

井
駅
ノ
西
南
御
所
野
南
宮
山
押
ノ
隊
／
駅

ノ
西
、
一
里
塚

南
宮
山
押
ノ
隊
／
是

（
池
田
・
浅
野
）
ヨ

リ
野
上
村
迄
中
山
道

ノ
左
右
（
中
略
）
布

列
セ
リ
、
是
レ
皆
南

宮
山
ニ
備
フ
ル
ガ
為

ナ
リ
〈
中
村
以
下
八

名
ハ
或
ハ
南
宮
山
ノ

押
ト
書
シ
或
ハ
徳
川

ノ
後
軍
ト
書
ス
、
然

レ
ト
モ
其
陣
地
ハ
皆

野
上
村
ノ
中
ニ
シ
テ

同
一
処
ナ
リ
〉

『
日
本
戦
史
関
原

役
』（

1893
年
）

桃
配
山

中
山
道
ヲ
西
上
ス
、
其

先
頭
二
縦
隊
ト
為
リ
左

／
中
山
道
ノ
左
ニ
進
ミ

宇
喜
多
隊
ヲ
射
撃

之
（
福
島
・
黒
田
隊
）

ニ
続
キ
／
進
テ
大
谷
ノ

隊
ヲ
攻
撃

松
平
忠
吉
ハ
暗
ニ
前
軍

ヲ
統
督
ス
ル
ノ
意
ヲ
以

テ
中
央
ニ
進
ミ
井
伊
直

政
之
カ
輔
翼
／
福
島
ノ

隊
ト
共
ニ
大
ニ
宇
喜
多

ノ
隊
ヲ
攻
撃

牧
田
路
ヲ
扼
シ
テ
南
宮
山

ノ
敵
ニ
備
フ
／
南
宮
山
ノ

敵
、
決
シ
テ
下
撃
セ
サ
ル

ヘ
キ
ヲ
断
定
シ
、
又
全
面

ノ
戦
闘
劇
烈
我
カ
軍
往
々

退
却
ノ
色
ア
ル
ヲ
見
テ
進

ン
テ
戦
闘
面
ノ
中
央
ニ
出

テ
、
小
西
・
宇
喜
多
ノ
隊

ヲ
撃
破
シ
、
其
大
勢
ヲ
挫

折
シ
、
遂
ニ
島
津
ノ
前
隊

ニ
向
フ

大
垣
及
南
宮
山
ニ
備

ヘ
シ
メ
／
田
中
ハ
進

ン
テ
本
軍
ノ
先
頭
ニ

加
ハ
リ
／
石
田
ノ
隊

ニ
向
テ
戦
フ

石
田
ノ
隊
ニ
向
テ
戦

フ

中
山
道
ヲ
西
上
ス
、
其
先
頭

二
縦
隊
ト
為
リ
（
中
略
）
右

ハ
黒
田
長
政
ノ
隊
ナ
リ
／
石

田
ノ
隊
ニ
向
テ
戦
フ
／
竹
中

重
門
ヲ
嚮
導
ト
シ
岩
手
山
ノ

麓
ニ
循
ヒ
相
川
ヲ
経
テ
小
栗

毛
ノ
磧
ヨ
リ
進
ミ
、
午
前
八

時
頃
石
田
ノ
前
隊
ノ
側
面
ニ

向
フ

大
垣
及
南
宮
山
ニ
備

ヘ
シ
メ
／
垂
井
附
近

ノ
御
所
野
ニ
屯
シ

テ
、
以
テ
南
宮
山
ニ

備
ヘ
且
本
軍
ノ
後
拒

大
垣
及
南
宮
山
ニ
備

ヘ
シ
メ
／
垂
井
・
野

上
ノ
間
ナ
ル
一
里
塚

／
以
テ
南
宮
山
ニ
備

ヘ
且
本
軍
ノ
後
拒

大
垣
及
南
宮
山
ニ
備

ヘ
シ
メ
／
山
内
・
有

馬
ハ
南
宮
山
ニ
備
ヘ

兼
予
備
隊
ト
為
リ

現
代
の
石
碑
の
位
置
桃
配
山

関
ケ
原
町
大
字
野
上

1424-1

関
ノ
明
神

関
ケ
原
町
大
字
松
尾

111

柴
井
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原

2491-101

茨
原
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原

908-3

十
九
女
池
西

関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原

3441-1

甲
斐
墓

関
ケ
原
町
大
字
関
ケ

原
959-2

地
名
無
し

関
ケ
原
町
関
ケ
原

811-104

丸
山
狼
煙
場

関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原

732-27

御
所
野

垂
井
町
宮
代

244
一
里
塚

垂
井
町

118-1

石
碑
な
し

関
ケ
原
町
大
字
野
上

1424-1

【
表
2】　

西
軍
武
将
の
布
陣
情
報

石
田
三
成
隊

島
津
義
弘
隊

小
西
行
長
隊

宇
喜
多
秀
家
隊

大
谷
吉
継
隊

脇
坂
安
治
隊

小
早
川
秀
秋
隊

毛
利
秀
元
隊

長
束
正
家
隊

安
国
寺
恵
瓊
隊

長
宗
我
部
盛
親
隊

関
ヶ
原
合
戦
と
同
年
の

古
文
書
・
古
記
録

（
1600）

あ
を
の
ゝ
原
（

10
月

8
日
付
秋
田
実
季
宛
最
上
義

光
書
状
『
横
手
市
史
　
史

料
編
、
古
代
・
中
世
』

343
号
）
／
山
へ
取
上
（

9
月

20
日
近
衛
信
尹
充
近

衛
前
久
書
状
）

山
へ
取
上
（

9
月

20
日

近
衛
信
尹
充
近
衛
前
久
書

状
）

山
へ
取
上
（

9
月

20
日
近
衛
信
尹
充

近
衛
前
久
書
状
）

（
十
四
日
）
如
山
中
、

大
刑
少
陣
（

9
月

17
日
吉
川
広
家
自
筆
書
状

案
）
／
金
吾
手
ヲ
カ
ヘ

サ
レ
候
、
其
太
刀
場
ニ

テ
、大
谷
刑
部
討
死
（

9
月

20
日
近
衛
信
尹
充

近
衛
前
久
書
状
）

山
中
よ
り
か
ミ
道
三

里
ほ
と
隔
候
て
、
山

ニ
陣
取
（

9
月

30
日
留
守
政
景
充
伊
達

政
宗
書
状
）

山
中
よ
り
か
ミ
道
三

里
ほ
と
隔
候
て
、
山

ニ
陣
取
（

9
月

30
日
留
守
政
景
充
伊
達

政
宗
書
状
）

「
内
府
公
軍
記
」
杤
山

本
（
～

1607
年
）

藤
子
川
を
越
、
小
関
村
南

ニ
辰
巳
へ
向
て
人
数
を
備
藤
子
川
を
越
、
小
関
村
南

ニ
辰
巳
へ
向
て
人
数
を
備

藤
子
川
を
越
、
小
関

村
南
ニ
辰
巳
へ
向
て

人
数
を
備

石
わ
ら
峠
ニ
居
陣
也
、
爰

を
引
下
ロ
シ
藤
子
川
を

越
、
関
か
原
よ
り
北
之
野

へ
人
数
推
出
し
、
西
北
之

山
を
後
ロ
に
あ
て
、
段

〳
〵に

辰
巳
へ
向
て
足
軽

を
出
し

石
わ
ら
峠
ニ
居
陣
／
爰

を
引
下
ロ
シ
藤
子
川
を

越
、
関
か
原
よ
り
北
之

野
へ
人
数
推
出
し
、
西

北
之
山
を
後
ロ
に
あ

て
、
段

〳
〵に

辰
巳
へ

向
て
足
軽
を
出
し

記
述
な
し

記
述
な
し

棰
井
南
、
岡
か
鼻
と

云
山

棰
井
南
、
岡
か
鼻
と

云
山

棰
井
南
、
岡
か
鼻
と

云
山

棰
井
南
、
岡
か
鼻
と

云
山
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石
田
三
成
隊

島
津
義
弘
隊

小
西
行
長
隊

宇
喜
多
秀
家
隊

大
谷
吉
継
隊

脇
坂
安
治
隊

小
早
川
秀
秋
隊

毛
利
秀
元
隊

長
束
正
家
隊

安
国
寺
恵
瓊
隊

長
宗
我
部
盛
親
隊

「
内
府
公
軍
記
」
大
和

文
華
館
本
（

1603～
1607

年
）

藤
子
川
を
越
、
小
関
村
南

に
辰
巳
へ
向
而
人
数
を
備
藤
子
川
を
越
、
小
関
村
南

に
辰
巳
へ
向
而
人
数
を
備

藤
子
川
を
越
、
小
関

村
南
に
辰
巳
へ
向
而

人
数
を
備

石
わ
ら
峠
ニ
居
陣
也
、
爰

を
引
下
ロ
シ
谷
川
を
越
、

関
か
原
よ
り
北
野
へ
人
数

推
出
シ
、
西
北
之
山
手
を

後
ロ
ニ
あ
て
、
辰
巳
へ
向

て
軽
率
を
出
し

石
わ
ら
峠
ニ
居
陣
／
爰

を
引
下
ロ
シ
谷
川
を

越
、
関
か
原
よ
り
北
野

へ
人
数
推
出
シ
、
西
北

之
山
手
を
後
ロ
ニ
あ

て
、
辰
巳
へ
向
て
軽
率

を
出
し

記
述
な
し

記
述
な
し

棰
井
南
、
岡
か
鼻
と

云
山

棰
井
南
、
岡
か
鼻
と

云
山

棰
井
南
、
岡
か
鼻
と

云
山

棰
井
南
、
岡
か
鼻
と

云
山

「
内
府
公
軍
記
」
蓬
左

文
庫
本
（

1607
年
）

藤
子
川
を
こ
し
、
不
破
の

関
屋
よ
り
北
野
の
原
小
関

村
を
出
て
、
南
ニ
辰
巳
へ

向
て
人
数
を
備

藤
子
川
を
こ
し
、
不
破
の

関
屋
よ
り
北
野
の
原
小
関

村
を
出
て
、
南
ニ
辰
巳
へ

向
て
人
数
を
備

藤
子
川
を
こ
し
、
不

破
の
関
屋
よ
り
北
野

の
原
小
関
村
を
出

て
、
南
ニ
辰
巳
へ
向

て
人
数
を
備

石
わ
ら
峠
に
居
陣
也
、
爰

を
引
下
ロ
シ
谷
川
を
越
、

関
ヶ
原
北
野
へ
人
数
推
出

し
、
西
北
の
山
手
を
後
ロ

に
あ
て
、
辰
巳
へ
向
て
軽

率
を
出
し

石
わ
ら
峠
に
居
陣
／
爰

を
引
下
ロ
シ
谷
川
を

越
、
関
ヶ
原
北
野
へ
人

数
推
出
し
、
西
北
の
山

手
を
後
ロ
に
あ
て
、
辰

巳
へ
向
て
軽
率
を
出
し

記
述
な
し

記
述
な
し

捶
井
の
南
、
岡
か
鼻

と
云
山

捶
井
の
南
、
岡
か
鼻

と
云
山

捶
井
の
南
、
岡
か
鼻

と
云
山

捶
井
の
南
、
岡
か
鼻

と
云
山

関
ヶ
原
合
戦
当
事
者
の

覚
書
類

大
垣
を
出
て
関
ヶ
原
へ
被

参（『
慶
長
年
中
卜
斎
記
』）

（
島
津
隊
の
）
東
（「
神

戸
久
五
郎
覚
書
」

1332
～

1333
号
）
／
取
合
之

賦
一
番
（「
大
重
平
六
覚

書
」

1361
号
）
／
東
者

石
田
殿
請
取
之
陣
場

（「
慶
長
五
年
於
関
ヶ
原
御

合
戦
之
砌
木
脇
休
作
殿
働

之
次
第
神
戸
五
兵
衛
覚
書

写
」

1404
号
）

夫
（
石
田
陣
）
よ
り
右
之

方
へ
一
町
半
程
間
（「
山

田
晏
斎
覚
書
」

1309～
1315

号
）
／
石
田
殿
備

御
座
候
、
夫
よ
り
右
之
方

江
一
丁
半
程
間
（「
黒
木

左
近
平
山
九
郎
左
衛
門
覚

書
」

1405
号
）
／
弐
番

そ
な
へ
（「
神
戸
久
五
郎

覚
書
」

1332～
1333

号
）

／
二
番
（「
黒
木
左
近
兵

衛
申
分
」

1329
号
）
／

二
番
中
書
様
、
三
番
備
前

中
納
言
殿
、
其
続
　
維
新

様
（「
大
重
平
六
覚
書
」

1361
号
）
／
薩
摩
衆
大

方
後
之
堀
に
逃
入
（「
井

上
主
膳
覚
書
」

1407
号
）

／
此
方
ノ
御
陳
之
前
備
前

中
納
言
殿
、
東
者
石
田
殿

請
取
之
陣
場
、
此
方
ハ
二

番
備
（「
慶
長
五
年
於

関
ヶ
原
御
合
戦
之
砌
木
脇

休
作
殿
働
之
次
第
神
戸
五

兵
衛
覚
書
写
」

1404
号
）

大
垣
を
出
て
関
ヶ
原

へ
被
参
（『
慶
長
年

中
卜
斎
記
』）

大
垣
を
出
て
関
ヶ
原
へ
被

参（『
慶
長
年
中
卜
斎
記
』）

前
ニ
岡
御
座
候
而
此
方
之

陣
よ
り
ハ
見
得
不
申
候
、

中
納
言
殿
相
山
申
候
、
其

敵
則
此
方
之
陣
江
相
掛

（「
神
戸
久
五
郎
覚
書
」

1332～
1333

号
）
／
三

番
（「
大
重
平
六
覚
書
」

1361
号
）
／
備
前
中
納

言
殿
陳
取
　
維
新
様
御
陳

之
間
池
有
（「
大
重
平
六

覚
書
」

1361
号
）
／
惟

新
様
御
備
よ
り
東
之
方

（
中
略
）
此
陳
と
池
と
の

間
落
行
申
候
、（『
薩
藩
旧

記
雑
録
後
編
三
』
無
記
名

覚
書

1340
号
）
／
此
方

ノ
御
陳
之
前
（「
慶
長
五

年
於
関
ヶ
原
御
合
戦
之
砌

木
脇
休
作
殿
働
之
次
第
神

戸
五
兵
衛
覚
書
写
」

1404
号
）

濃
州
山
中
に
馳
向

（『
脇
坂
家
伝
記
』）

上
之
山
（「
神
戸
久
五

郎
覚
書
」

1332
～

1333
号
）
／
う
ら
か

へ
り
被
仕
、
大
谷
刑
部

少
輔
殿
江
被
掛
合

（「
大
重
平
六
覚
書
」

1361
号
）
／
大
谷
殿

陳
備
後
之
岡
（
中
略
）

岡
よ
り
真
下
り
ニ
責
お

ろ
し
、
大
谷
殿
勢
を
不

残
被
討
（『
薩
藩
旧
記

雑
録
後
編
三
』
無
記
名

覚
書

1340
号
）

左
り
の
山
の
峰
に
備

を
立
（『
慶
長
年
中

卜
斎
記
』）

南
宮
山
と
関
か
原
之

間
二
里
之
中
間

（「
吉
川
広
家
覚
書
」）

伊
勢
の
内
か
う
つ
こ

ま
と
云
所
（『
慶
長

年
中
卜
斎
記
』）

南
宮
山
の
南
栗
原

（「
福
富
半
右
衛
門
親

政
法
名
浄
安
覚
書
」）

／
南
宮
山
（「
神
戸

久
五
郎
覚
書
」

1332～
1333

号
）

「
戸
田
左
門
覚
書
」

（
～

1655
年
）

松
尾
山
の
下
、
自
害
か
岡

と
云
所

関
原
南
の
方
南
宮
山
、
東

の
端
／
南
宮
山
よ
り
人
数

を
下
シ
立
退

南
宮
に
陣
取
（
中

略
）
治
部
少
方
よ
り

南
宮
に
陣
取
小
西
摂

州
方
江
使
を
立
、
摂

津
守
陣
を
関
原
に
移

す

北
の
方
関
原
を
引
退
浮
田

宰
相
・
脇
坂
中
務
、
そ
の

外
五
畿
内
中
国
の
諸
勢
加

て
相
備

合
戦
同
日
の
布
陣
地
に

関
す
る
記
述
な
し
／
大

谷
刑
部
少
陣
場
藤
川

北
の
方
関
原
を
引
退

浮
田
宰
相
・
脇
坂
中

務
、
そ
の
外
五
畿
内

中
国
の
諸
勢
加
て
相

備

松
尾
山
（
中
略
）
松
尾

山
の
手
よ
り
人
数
を
下

す

関
原
南
の
方
、
南
宮

山
、
東
の
端

記
述
な
し

関
原
南
の
方
、
南
宮

山
、
東
の
端

南
宮
に
陣
取

『
関
原
始
末
記
』

（
1656

年
）

不
破
関
原
へ
出
張
し
小
関

の
宿
の
北
の
山
際
に
陣
／

石
田
か
家
老
島
左
近
先
手
石
田
か
後
ろ
に
陣

越
前
海
道
よ
り
関
原

の
本
道
を
限
り
（
中

略
）
段
々
に
陣

越
前
海
道
よ
り
関
原
の
本

道
を
限
り
（
中
略
）
段
々

に
陣
を
張
る

越
前
海
道
よ
り
関
原
の

本
道
を
限
り
（
中
略
）

段
々
に
陣
を
張
る
／
藤

川
の
台
に
大
谷
刑
部
少

輔
か
陣
取
し
小
屋
か
け

西
の
方
、
本
道
の

南
、
松
尾
山
の
下

西
の
方
、
本
道
の
南
、

松
尾
山
の
下

記
述
な
し

南
宮
山
の
後
ろ

南
宮
山
の
後
ろ

南
宮
山
の
後
ろ

『
石
川
正
西
聞
見
集
』

（
1660

年
）

筑
前
中
納
言
殿
陣
取
の
下

に
て
先
陣
の
衆
に
治
部
少

よ
せ
合
た
ゝ
か
ひ

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

う
し
ろ
の
山

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

『
細
川
忠
興
軍
功
記
』

（
1664

年
）

大
垣
よ
り
関
原
へ
廻
り

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

北
国
よ
り
大
谷
刑
部
少

輔
大
軍
に
て
関
原
へ
出
記
述
な
し

記
述
な
し

南
宮
山
へ
押
上
け
陣

取
南
宮
山
へ
押
上
け
陣

取
記
述
な
し

南
宮
山
へ
押
上
け
陣

取



近
世
・
近
代
に
お
け
る
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
認
識

（21）338

石
田
三
成
隊

島
津
義
弘
隊

小
西
行
長
隊

宇
喜
多
秀
家
隊

大
谷
吉
継
隊

脇
坂
安
治
隊

小
早
川
秀
秋
隊

毛
利
秀
元
隊

長
束
正
家
隊

安
国
寺
恵
瓊
隊

長
宗
我
部
盛
親
隊

『
慶
長
軍
記
』（

1663）

小
関
野
天
魔
山
ニ
本
陣
ヲ

居
ケ
リ
、
後
ロ
ハ
小
池
、

前
ニ
ハ
木
戸
柵
ヲ
付
、
二

重
柵
ニ
シ
テ
堅
固
也
、
先

手
ハ
島
左
近
・
蒲
生
備

中
、
別
ニ
柵
木
戸
ヲ
付
テ

備
タ
リ

石
田
カ
本
陣
ニ
引
続
テ
南

ノ
方
、
伊
吹
山
北
国
海
道

ヲ
取
切
テ
、
藤
子
川
ヲ
後

ニ
当
テ
小
関
ヨ
リ
巽
ニ
備

ヲ
立

島
津
カ
西
南
ノ
方
ヘ

引
サ
カ
ツ
テ
、
藤
子

川
ヲ
前
ニ
当
テ
備
ヲ

立

小
西
カ
南
、
石
原
峠
ニ
本

陣
ヲ
居
テ
、
先
手
ハ
峠
ノ

下
ニ
備
ヲ
立

浮
田
カ
備
ノ
南
、
関
ヶ

原
道
筋
ノ
北
／
南
ニ
筑

前
中
納
言
、
東
ニ
内
府

方
ノ
敵
ア
レ
ハ
、
両
方

ヲ
兼
テ
柵
木
戸
堅
固
ニ

シ
テ
備
モ
両
方
ヘ
備
タ

リ

松
尾
山
ノ
下

松
尾
山
ノ
下
／
九
月

十
四
日
、
松
尾
山
ニ
登

テ
陣

垂
井
ノ
南
ノ
方
、
南

宮
山
岡
ヶ
鼻
／
上
ノ

山

垂
井
ノ
南
ノ
方
、
南

宮
山
岡
ヶ
鼻

垂
井
ノ
南
ノ
方
、
南

宮
山
岡
ヶ
鼻

垂
井
ノ
南
ノ
方
、
南

宮
山
岡
ヶ
鼻

『
慶
長
軍
記
』（

1668
年
）

小
関
野
天
魔
山
ニ
本
陣
ヲ

居
ケ
リ
、
後
ロ
ハ
小
池
、

前
ニ
ハ
木
戸
柵
ヲ
付
、
二

重
柵
ニ
シ
テ
堅
固
也
、
先

手
ハ
島
左
近
・
蒲
生
備

中
、
別
ニ
柵
木
戸
ヲ
付
テ

備
タ
リ

石
田
カ
本
陣
ニ
引
続
キ
南

方
、
胆
吹
山
ニ
北
国
海
道

ヲ
取
切
テ
、
藤
子
川
ヲ
後

ニ
当
、
小
関
ヨ
リ
巽
ニ
備

ヲ
立

島
津
カ
西
南
ノ
方
エ

引
サ
カ
ツ
テ
、
藤
子

川
ヲ
前
ニ
当
備
ヲ
立

小
西
カ
南
、
石
原
峠
ニ
本

陣
ヲ
居
テ
、
先
手
ハ
峠
ノ

下
ニ
備
ヲ
立

浮
田
備
ヲ
南
、
関
原
道

筋
ノ
北
／
中
ニ
モ
大
谷

ハ
南
ニ
筑
前
中
納
言
東

ニ
　
内
府
方
ノ
敵
ア
レ

ハ
、
両
方
ヲ
兼
テ
柵
木

戸
堅
固
ニ
シ
テ
備
ヘ
モ

両
方
エ
備
タ
リ
、

松
尾
山
ノ
下

松
尾
山
ノ
下
／
九
月

十
四
日
、
松
尾
山
ニ
登

テ
陣

垂
井
ノ
南
ノ
方
、
南

宮
山
岡
鼻
／
上
ノ
山
垂
井
ノ
南
ノ
方
、
南

宮
山
岡
鼻

垂
井
ノ
南
ノ
方
、
南

宮
山
岡
鼻

垂
井
ノ
南
ノ
方
、
南

宮
山
岡
鼻

『
武
家
事
紀
』（

1673
年
）

小
関
村
北
山
ノ
尾
ニ
付
テ

陳
ヲ
ハ
ル
、
長
篠
ノ
例
ト

ナ
リ
テ
陳
ノ
前
ニ
ヨ
イ
ヨ

リ
柵
ヲ
二
重
カ
マ
ヘ
シ

ム
、
島
左
近
・
蒲
生
備
中

先
手
タ
リ

小
関
ノ
南
ニ
ア
タ
リ
、
一

段
小
高
処
ノ
山
ノ
尾
崎

ソ
ノ
（
島
津
の
）
次
ソ
レ
（
小
西
・
安
国
寺
）

ヨ
リ
南
ノ
道
筋
マ
テ

関
ヶ
原
ノ
西
北
山
中
ニ

陳
ヲ
張
／
石
原
峠
山
中
関
ヶ
原
ノ
西
北
、
山

中
ニ
陳
ヲ
張

松
尾
山

南
宮
山
岡
カ
鼻

南
宮
山
岡
カ
鼻

ソ
ノ
（
島
津
の
）
次
南
宮
山
岡
カ
鼻

『
関
原
日
記
』（
～

1675
年
）

北
国
海
道
筋
小
関
村
／
藤

川
ヲ
越
ヘ
小
関
ノ
南
ニ

出
、
巽
ニ
向
テ
備
フ

藤
川
ヲ
越
ヘ
小
関
ノ
南
ニ

出
、
巽
ニ
向
テ
備
フ

藤
川
ヲ
越
ヘ
小
関
ノ

南
ニ
出
、
巽
ニ
向
テ

備
フ

関
ヶ
原
峠
ヲ
引
キ
ヲ
ロ

シ
、
谷
川
ヲ
渡
テ
、
関
ヶ

原
ノ
北
ノ
野
ヘ
押
シ
出

シ
、
西
北
ノ
山
ヲ
後
ニ
中

テ
巽
ニ
向
テ
陣

関
ヶ
原
峠
ヲ
引
キ
ヲ
ロ

シ
、
谷
川
ヲ
渡
テ
、

関
ヶ
原
ノ
北
ノ
野
ヘ
押

シ
出
シ
、
西
北
ノ
山
ヲ

後
ニ
中
テ
巽
ニ
向
テ
陣

ス
／
小
関
ノ
近
所
ニ
陣

ヲ
張

記
述
な
し

松
尾
山
／
大
谷
刑
部
少

輔
・
平
塚
因
幡
守
カ
陣

ニ
討
テ
カ
ゝ
ル

上
垂
井
ノ
南
宮
山

岡
ヶ
鼻

上
垂
井
ノ
南
宮
山

岡
ヶ
鼻

上
垂
井
ノ
南
宮
山

岡
ヶ
鼻

上
垂
井
ノ
南
宮
山

岡
ヶ
鼻

「
島
津
家
譜
」（

1684
年
）

記
述
な
し

藤
川
を
越
、
小
関
之
南
、

巽
向
備
を
立

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」

（
1687

年
）

北
国
海
道
小
関
野
ニ
本
陣

ヲ
居
、
其
先
手
ト
シ
テ
島

左
近
・
蒲
生
備
中
小
池
村

ニ
張
出
シ
、
柵
ヲ
二
重
ニ

付

三
成
カ
右
／
此
備
ハ
玉
ノ

藤
川
ヲ
越
テ
巽
ニ
向
テ
陣

ヲ
張

其
（
島
津
隊
の
）
次

／
谷
川
を
前
ニ
当
テ

地
利
ヲ
設
備

石
原
峠
ヲ
引
下
シ
、
関
ヶ

原
西
北
ノ
山
ヲ
後
ニ
シ

テ
、
是
モ
巽
ニ
向
テ
備

初
ハ
山
中
ノ
上
ニ
居
タ

リ
シ
カ
、
押
下
シ
テ
太

関
藤
川
ヲ
前
ニ
当
岸
ヨ

リ
下
ニ
備

夫
（
大
谷
隊
）
ヨ
リ

松
尾
ノ
方
ヘ
次
第
ニ

ト
リ
続
テ
（
中
略
）

陣
ヲ
張
ル

松
尾
山
／
山
上
ニ
備

南
宮
山
ノ
上

（
南
宮
）
山
下

（
南
宮
）
山
下

（
南
宮
）
山
下

『
黒
田
家
譜
』（

1688
年
）

胆
吹
山
の
麓
、
関
が
原
の

乾
の
方
、
小
関
村
の
北
に

巽
に
向
て
陣
を
と
り
、
関

か
原
に
柵
を
ふ
り
て
其
内

に
備
へ
た
り
、
家
人
島
左

近
三
千
余
の
兵
を
以
、
柵

の
外
小
池
村
の
辺
に
陣
を

張
／
石
田
か
先
鋒
島
左
近

桑
並
の
畑
に
陣
を
取
、
左

近
か
傍
に
そ
ふ

初
藤
川
の
む
か
ひ
に

陣
取
て
居
た
り
し

か
、
石
田
ミ
つ
か
ら

其
陣
に
行
て
後
援
を

頼
ミ
し
故
に
、
川
を

渡
り
て
石
田
か
陣
の

跡
小
関
村
の
南
に
陣

し
、
東
に
向
て
備
を

立

其
（
小
西
）
後

石
原
山
の
嶺
に
陣
取
て

居
た
り
け
る
か
、
山
よ

り
下
り
て
藤
子
川
を

越
、
平
場
に
備
へ
て
西

北
の
山
を
後
に
あ
て
、

巽
に
向
て
備

其
（
松
尾
山
）
辺
に

在
／
大
谷
刑
部
少
輔

か
備
へ
た
る
大
関
村

の
北
野
へ
向
て
、
敵

の
右
の
方
よ
り
弓
鉄

炮
を
放
ち
か
け

松
尾
山
の
上

南
宮
山
岡
が
鼻
／
南

宮
山
の
下
、
岡
が
鼻
南
宮
山
岡
が
鼻
／
南

宮
山
の
下
、
岡
が
鼻
南
宮
山
岡
が
鼻
／
南

宮
山
の
下
、
岡
が
鼻

南
宮
山
岡
が
鼻
／
其

（
岡
が
鼻
）
東
南
栗

原
山

「
石
田
軍
記
」（

1698
年
の
刊
本
あ
り
）

島
左
近
を
先
手
と
し
て
、

小
池
の
宿
の
外
辺
に
、
柵

を
付
け
て
備
を
固
め
け
り

／
藤
川
を
打
越
し
、
大
関

村
の
辰
巳
に
向
つ
て
、
人

数
を
頓
て
備
へ
／
三
成
が

天
魔
山
へ
の
備
／
北
の
方

の
野
原
、
小
関
村
の
中

北
国
海
道
を
引
下
つ
て
立

切
り
し
は
、
後
備
／
藤
川

を
打
越
し
、
大
関
村
の
辰

巳
に
向
つ
て
、
人
数
を
頓

て
備
へ
／
扨
北
の
方
の
野

原
、
小
関
村
の
中

（
石
田
の
）
右
に
備

へ

山
中
峠
に
あ
り
し
が
引
下

し
、
谷
川
を
打
越
し
て
、

関
が
原
へ
の
人
数
を
出

し
、
西
の
山
を
後
に
当

て
、
足
軽
を
ぞ
出
し
け
る

／
中
筋

其
（
脇
坂
）
北
／
山
中

峠
に
あ
り
し
が
引
下

し
、
谷
川
を
打
越
し

て
、
関
が
原
へ
の
人
数

を
出
し
、
西
の
山
を
後

に
当
て
、
足
軽
を
ぞ
出

し
け
る

南
西
の
川
端
に
は
小

川
左
馬
助
、
其
よ
り

北
へ
続
い
て
脇
坂
中

務

松
尾
山
／
谷
川
を
打
越

し
て
、
大
関
村
の
北
の

野
へ

栗
原
山
岡
が
鼻

栗
原
山
岡
が
鼻

栗
原
山
岡
が
鼻

栗
原
山
岡
が
鼻
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（22）337

石
田
三
成
隊

島
津
義
弘
隊

小
西
行
長
隊

宇
喜
多
秀
家
隊

大
谷
吉
継
隊

脇
坂
安
治
隊

小
早
川
秀
秋
隊

毛
利
秀
元
隊

長
束
正
家
隊

安
国
寺
恵
瓊
隊

長
宗
我
部
盛
親
隊

「
関
ヶ
原
御
合
戦
記
」

（
1706

年
と
記
入
さ
れ

た
本
あ
り
）

関
原
ノ
西
、
北
国
道
小
関

村
／
小
関
村
ノ
北
、
合
川

山
ノ
尾
崎
ニ
陣
ヲ
取
リ
、

前
二
町
程
ニ
柵
ノ
垣
ヲ
二

重
ニ
ツ
ケ
／
先
手
ニ
ハ
島

左
近
・
同
新
吉
・
蒲
生
備

中
、
北
国
海
道
ノ
左
右
ニ

備
ヲ
立

三
成
陣
所
ヨ
リ
五
町
程
隔

リ
南
ノ
方
ニ
天
満
山
ト
云

小
キ
山
ノ
二
ツ
並
ヒ
有

リ
、
其
山
ノ
北
ノ
方
ノ
山

ニ
陣
ズ
、
東
南
ニ
向
テ
人

数
ヲ
立
ル
ト
也
／
私
云

（
中
略
）
山
ノ
後
ニ
備
ヲ

立
ル
ト
見
エ
タ
リ
、（
中

略
）
然
レ
ハ
天
満
山
ノ
西

ニ
人
数
ヲ
立
ル
ト
見

三
成
陣
所
ヨ
リ
五
町

程
隔
リ
南
ノ
方
ニ
天

満
山
ト
云
小
キ
山
ノ

二
ツ
並
ヒ
有
リ
、
其

山
ノ
北
ノ
方
ノ
山
ニ

陣
ズ
、
東
南
ニ
向
テ

人
数
ヲ
立
ル
ト
也
、

私
云
（
中
略
）
山
ノ

後
ニ
備
ヲ
立
ル
ト
見

エ
タ
リ
、（
中
略
）

然
レ
ハ
天
満
山
ノ
西

ニ
人
数
ヲ
立
ル
ト
見

三
成
陣
所
ヨ
リ
五
町
程
隔

リ
南
ノ
方
ニ
天
満
山
ト
云

小
キ
山
ノ
二
ツ
並
ヒ
有

リ
、
其
山
ノ
北
ノ
方
ノ
山

ニ
陣
ズ
、
東
南
ニ
向
テ
人

数
ヲ
立
ル
ト
也
／
私
云

（
中
略
）
山
ノ
後
ニ
備
ヲ

立
ル
ト
見
エ
タ
リ
、（
中

略
）
然
レ
ハ
天
満
山
ノ
西

ニ
人
数
ヲ
立
ル
ト
見

松
尾
山
ノ
北
、
山
中
山

ニ
陣
／
山
中
峠
ヲ
曳
下

シ
、
大
関
村
ト
藤
下
村

ニ
陣
ス

山
中
峠
ヲ
曳
下
シ
、

大
関
村
ト
藤
下
村
ニ

陣

十
四
日
松
尾
山
ニ
陣
ス

／
人
数
ヲ
大
関
村
ノ
南

ヘ
静
ニ
下
シ
大
谷
・
平

塚
カ
備
ノ
右
ノ
方
ヘ
掛

ル

南
宮
山
ニ
備
／
南
宮

山
岡
ヶ
鼻
／
西
国
勢

人
数
南
宮
山
ヨ
リ

岡
ヶ
鼻
迄

南
宮
山
ニ
備
／
毛
利

陣
所
ヨ
リ
廿
町
余
山

続
／
南
宮
山
岡
ヶ
鼻

南
宮
山
ニ
備
／
南
宮

山
岡
ヶ
鼻

南
宮
山
ニ
備
／
南
宮

山
岡
ヶ
鼻

『
武
徳
安
民
記
』

（
1708

年
）

小
関
村
ノ
南
、
天
魔
山
ト

云
丸
山
ニ
至
リ
、
後
ニ
池

ヲ
負
、
地
ノ
利
能
ユ
ヘ
此

所
ニ
屯
シ
、
人
夫
ヲ
出

シ
、
竹
木
ヲ
伐
採
陣
所
ノ

前
ニ
柵
二
重
構
ヘ
／
玉
藤

川
ヲ
ワ
タ
リ
、
小
関
野
南

ニ
巽
ニ
向
テ
備
ヲ
立
テ
、

彼
村
中
ヨ
リ
旌
ヲ
ス
ゝ
メ

／
石
田
カ
魁
首
島
左
近
勝

猛

玉
藤
川
ヲ
ワ
タ
リ
、
小
関

野
南
ニ
巽
ニ
向
テ
備
ヲ
立

テ
、
彼
村
中
ヨ
リ
旌
ヲ

ス
ゝ
メ

伊
吹
ノ
フ
モ
ト
ニ
陣

／
石
原
峠
ヲ
引
下

リ
、
谷
ノ
小
川
ヲ
ワ

タ
リ
、
関
原
ノ
北
ニ

出
、
西
北
ノ
山
ヲ
後

ニ
ア
テ
ゝ
コ
レ
モ
巽

ニ
向
テ
屯
シ
ケ
ル

鷹
尾
山
ニ
屯
シ
／
石
原
峠

ヲ
引
下
リ
、
谷
ノ
小
川
ヲ

ワ
タ
リ
、
関
原
ノ
北
ニ

出
、
西
北
ノ
山
ヲ
後
ニ
ア

テ
ゝ
、
コ
レ
モ
巽
ニ
向
テ

屯
シ
ケ
ル

関
藤
川
ヲ
前
ニ
当
テ
、

岸
ノ
下
ニ
屯

松
尾
山
ノ
近
辺
、
平

山
松
尾
山

雉
子
篭
山
／
南
宮
山
南
宮
山

南
宮
山

南
宮
山

『
関
原
軍
記
大
成
』

（
1713

年
）

小
関
山
に
本
陣
を
居
ゑ
、

先
手
は
北
国
海
道
小
関
野

へ
張
出
し
、
小
池
村
の
前

に
柵
木
二
重
に
立
て
、
島

左
近
（
中
略
）
は
、
柵
の

前
に
陣
列
／
陣
所
の
丸
山

秀
家
の
左
の
方
／
石
田
が

陣
に
相
続
き
備
を
立
つ
／

桑
波
畑

秀
家
の
左
の
方
／
石

田
が
陣
に
相
続
き
備

を
立
つ

石
原
峠
を
後
に
当
て
ゝ
、

巽
に
向
ひ
、
山
の
尾
崎
に

陣
を
居
／
別
記
に
秀
家
の

陣
所
も
天
満
山
な
り
と
記

す
、
正
説
な
る
に
や
覚
束

な
し

其
（
宇
喜
多
隊
の
）
右

の
方
／
松
尾
山
の
麓
／

石
田
の
如
く
柵
を
付
け

／
初
は
山
中
の
高
陵
に

備
へ
し
が
（
中
略
）
高

陵
を
下
り
、
大
関
藤
川

を
前
に
当
て
、
岸
よ
り

下
に
陣

其
右
の
方
／
松
尾
山

の
麓

松
尾
山

栗
原
山
の
嶺

南
宮
山
の
山
頭
に
備

へ
南
宮
山
の
山
頭
に
備

へ
栗
原
山
の
嶺

「
関
ヶ
原
軍
記
大
全
」

（
1720

頃
）

小
関
村
の
前
に
ひ
し
と
柵

を
付

石
田
と
陣
を
並
て
、
藤
子

川
を
越
し
て
、
小
関
村
の

南
辰
巳
に
向
て
備
た
り

西
の
山
を
後
に
当

て
、
小
池
村
の
並

関
か
原
の
西
の
方
へ
夜
明

方
に
押
出
し
て
陣

石
原
峠
を
下
り
て
谷
川

を
渡
り
、
西
北
の
山
を

渡
し
て
辰
巳
の
方
に
向

て
備

記
述
な
し

松
尾
山

南
宮
山

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

「
赤
坂
安
楽
寺
旧
記
」

（
1745）

柵
ハ
小
池
村

柵
ハ
小
関
村

柵
ハ
天
満
山

同
南
ノ
山

柵
ハ
宮
ノ
上

藤
下
村
ニ
柵

柵
ハ
松
尾
山

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

記
述
な
し

『
大
三
川
志
』（

1763
年
）

北
国
海
道
小
関
村
ノ
北
巽

ニ
向
ヒ
天
満
山
ノ
側
ニ
陣

ス
／
三
成
カ
先
鋒
島
左
近

清
興
（
中
略
）
小
池
村
ニ

張
翼
ス
／
馬
入
ヲ
防
ン
ト

二
重
ノ
柵
ヲ
設
ケ
柵
内
ニ

弓
銃
ヲ
備
ヘ
陣
ヲ
柵
前
ニ

布
ク

三
成
カ
陣
ヲ
去
ル
事
五

町
、
北
国
海
道
ヲ
退
ク
天

満
山
ノ
北
ニ
陣
シ
、
海
道

ヲ
断
チ
切
リ
後
備
ニ
処
シ

ケ
ル
／
藤
ノ
小
川
ヲ
越

ヘ
、
不
破
ノ
関
ノ
北
野

原
、
大
関
村
ノ
北
ヘ
出

テ
、
巽
ニ
向
ヒ
三
成
カ
右

ニ
陣

石
原
峠
ヲ
下
リ
、
藤

ノ
小
川
ヲ
渡
リ
、
関

原
ノ
北
ノ
野
ニ
出
テ

西
北
ノ
山
ヲ
背
ニ
ナ

シ
、
川
ヲ
前
ニ
当

テ
、
義
弘
カ
陣
ヨ
リ

坤
ノ
方
ヘ
退
キ
巽
ニ

向
テ
陣
ス

石
原
峠
ヲ
下
リ
、
関
原
不

破
ヲ
前
ニ
シ
、
乾
ノ
山
ヲ

背
ニ
シ
テ
巽
ニ
向
ヒ
、
山

ノ
末
行
長
カ
陣
ノ
南
ニ
陣

山
中
石
原
峠
ニ
陣
／
山

ヲ
下
リ
谷
川
ヲ
越
ヘ

（
中
略
）
西
北
ノ
山
ヲ

背
ロ
ニ
シ
、
大
関
藤
川

ヲ
前
ニ
当
テ
、
巽
ニ
向

テ
平
場
ニ
陣
ヲ
設
／
陣

前
ニ
柵
ヲ
構
／
秀
家
カ

陣
ヨ
リ
南
、
街
道
ノ
北

ニ
ア
ツ
テ
秀
家
カ
陣
ト

相
去
ル
コ
ト
五
町
計

大
谷
吉
隆
カ
陣
ノ

南
、
松
尾
山
ノ
方
ニ

続
テ
平
山

関
原
ノ
北
、
北
国
海
道

ノ
西
南
、
松
尾
山
ニ
東

北
ヲ
向
テ
陣

南
宮
山
栗
原
山
岡
ヶ

鼻
南
宮
山
栗
原
山
岡
ヶ

鼻
南
宮
山
栗
原
山
岡
ヶ

鼻
南
宮
山
栗
原
山
岡
ヶ

鼻
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（23）336

石
田
三
成
隊

島
津
義
弘
隊

小
西
行
長
隊

宇
喜
多
秀
家
隊

大
谷
吉
継
隊

脇
坂
安
治
隊

小
早
川
秀
秋
隊

毛
利
秀
元
隊

長
束
正
家
隊

安
国
寺
恵
瓊
隊

長
宗
我
部
盛
親
隊

「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」

（
1775

年
頃
成
立
）

天
満
山
ノ
麓
丸
山
ニ
本
陣

ヲ
備
／
公
（
島
津
義
弘
）

ノ
御
備
ヨ
リ
一
町
半
ヲ
隔

ル
ト
ア
レ
ト
モ
、
是
レ
ハ

段
々
ニ
備
ヘ
タ
ル
内
ノ
御

備
ニ
近
ク
備
ヘ
タ
ル
ヲ
見

タ
ル
説
ナ
ル
ベ
シ
／
三
成

カ
備
ハ
数
町
先
ニ
柵
二
重

ヲ
振
リ
／
先
隊
物
主
島
左

近

小
池
村
御
陣
場
／
関
ヶ
原

ノ
乾
ノ
方
ニ
当
ル
小
池
村

／
公
（
島
津
義
弘
）
ハ
右

ニ
テ
少
々
前
ニ
サ
シ
ハ
ナ

レ
テ
小
高
キ
岡
ヲ
置
、
岡

ノ
下
辺
ニ
池
有
、
此
池
ヲ

右
ニ
ソ
ム
ケ
池
ヨ
リ
少
シ

引
ノ
キ
テ
備
ヲ
立

（
島
津
と
）
一
町
余

隔
ト
云

石
原
峠
ヲ
後
ニ
当
テ
、
山

ノ
尾
崎
ニ
陣
ヲ
居
／
公

（
島
津
義
弘
）
ノ
御
陣
ヲ

五
町
計
リ
隔

藤
川
ノ
台
／
石
原
峠
ノ

陣
ヨ
リ
兵
を
引
下
シ
、

谷
川
ヲ
超
ヘ
関
ヶ
原
ヘ

押
出
シ
、
味
方
ノ
山
手

ヲ
後
ロ
ニ
シ
、
東
ニ
向

ツ
テ
陣
ヲ
張

布
陣
地
に
関
す
る
記

述
な
し

松
尾
山

南
宮
山
栗
原
山

南
宮
山
栗
原
山

南
宮
山
栗
原
山

記
述
な
し

「
慶
長
中
外
伝
」（
～

1783
年
）

九
国
の
海
道
、
小
関
野
に

本
陣
を
居
へ
、
其
先
手
と

し
島
左
近
・
蒲
生
備
中
小

池
村
に
張
出
し
て
柵
を
二

重
に
立
て
人
数
を
立
た
り

関
の
藤
川
を
越
て
、
巽
に

向
て
陣
を
は
る

藤
川
を
越
て
谷
川
を

前
に
当
て
地
利
設
て

陣

石
原
峠
を
引
下
し
、
関
ヶ

原
の
西
北
の
山
を
後
に
し

て
、
巽
に
向
て
備
へ

山
中
の
上
／
押
下
し
て

大
関
と
藤
川
を
前
に
当

て
、
岸
よ
り
下
に
備

夫
（
大
谷
隊
）
よ
り

松
尾
山
の
方
へ
取
続
其
（
松
尾
山
）
山
上

南
宮
山
の
上

（
南
宮
）
山
の
梺

（
南
宮
）
山
の
梺

（
南
宮
）
山
の
梺

「
関
ヶ
原
御
合
戦
備

書
」（
～

1785
年
）

北
国
海
道
之
方
、
小
関
村

之
内
、
篠
尾
と
云
処
に
青

竹
を
以
柵
を
結
／
島
左
近

勝
猛
（
中
略
）
関
原
之
北

国
海
道
左
右
ニ
備
を
立

る
、
島
津
・
小
西
・
備
前

右
備
之
前

小
池
村

小
池
村
之
南
、
天
満

山
同
南
之
方
之
山
〈
伹

☒
天

満
山
続
て
な
り
〉

山
中
村
北
之
入
口
、
宮

之
上

松
尾
山
筑
前
中
納
言

秀
秋
右
之
山
続
キ
、

海
道
之
南
、
居
益
之

辺
迄

松
尾
山

南
宮
山

南
宮
山

南
宮
山

南
宮
山

「
関
ヶ
原
御
陣
御
備
手

配
留
」（
成
立
年
不
詳
）

関
ヶ
原
北
国
海
道
に
、
関

村
の
南
つ
き
尾
と
言
所

ニ
、
青
竹
を
以
て
矢
ら
ひ

を
二
重
ニ
ゆ
ひ
／
島
左
近

（
中
略
）
関
ヶ
原
北
海
道

乃
左
右
ニ
備
を
た
つ
る
、

島
津
・
小
西
乃
備
の
前
／

小
関
村
南
へ
備
を
押
出

す
、
辰
巳
向
ふ
て
か
け
出

す

小
池
村
／
辰
巳
ニ
向
ひ
て

備
ふ

小
池
村
南
西
天
満
山

／
東
む
き
に
向
ふ
て

備
ふ

天
満
山
ニ
つ
ゞ
い
て
南
の

山

山
中
村
北
の
入
口
、
宮

か
み
／
石
原
と
ふ
げ
雲

ひ
を
よ
り
打
く
だ
し
、

関
ヶ
原
北
野
へ
に
ん
し

ゆ
う
を
出
す
、
西
乃
山

あ
と
に
あ
て
足
軽
を
い

だ
す

此
山
（
松
尾
山
）

つ
ゞ
き
、
海
道
の

南
、
居
益
宿
乃
へ
ん

迄

松
尾
山
／
関
ヶ
原
町
筋

東
向
に
か
き
る

南
宮
山

南
宮
山

南
宮
山

南
宮
山

「
関
ヶ
原
合
戦
聞
書
」

（
成
立
年
不
詳
）

藤
川
を
う
ち
越
、
小
せ
き

村
の
南
、
辰
巳
に
向
て
人

数
を
備

藤
川
を
う
ち
越
、
小
せ
き

村
の
南
、
辰
巳
に
向
て
人

数
を
備

藤
川
を
う
ち
越
、
小

せ
き
村
の
南
、
辰
巳

に
向
て
人
数
を
備

山
中
峠
の
山
ニ
有
之
、
爰

を
引
お
ろ
し
、
谷
川
を
う

ち
こ
し
、
関
ヶ
原
の
北
の

野
へ
人
数
を
出
し
、
西
の

山
を
後
に
当

山
中
峠
の
山
ニ
有
之
、

爰
を
引
お
ろ
し
、
谷
川

を
う
ち
こ
し
、
関
ヶ
原

の
北
の
野
へ
人
数
を
出

し
、
西
の
山
を
後
に
当

松
尾
山
よ
り
出
、
大

せ
き
村
の
北
の
野

へ
、
後
よ
り
鉄
炮
を

打
か
け
う
ら
切

松
尾
山
よ
り
出
、
大
せ

き
村
の
北
の
野
へ
後
よ

り
鉄
炮
を
打
か
け
う
ら

切

栗
原
山
岡
ヶ
鼻

栗
原
山
岡
ヶ
鼻

栗
原
山
岡
ヶ
鼻

栗
原
山
岡
ヶ
鼻

「
慶
長
擾
乱
」（
成
立

年
不
詳
）

伊
吹
山
ノ
麓
ノ
方
ニ
当
テ

石
田
治
部
少
輔
三
成
柵
ヲ

構
フ
、
一
手
ニ
島
左
近

（
中
略
）
ヲ
脇
備
ニ
シ
テ

南
ニ
向
テ
陣
ヲ
張
ル

其
（
石
田
）
次

其
（
島
津
）
次
／
東

ニ
向
テ
陣

其
（
小
西
）
次
／
小
西
ニ

相
並

南
ノ
方
ニ
張
出

此
（
松
尾
山
の
）
押

ヘ
松
尾
山

南
宮
山

南
宮
山

記
述
な
し

南
宮
山

「
武
鑑
要
略
慶
長
軍

記
」（
成
立
年
不
詳
）
越
藤
川
、
小
関
ノ
南
向
辰

巳
立
備

越
藤
川
、
小
関
ノ
南
向
辰

巳
立
備

越
藤
川
、
小
関
ノ

南
、
向
辰
巳
立
備

引
下
石
原
峠
ヲ
、
渡
谷

川
、
押
出
ス
関
原
ノ
北
ノ

野
ニ
、
西
北
ノ
山
ヲ
当
背

ニ
、
是
モ
向
辰
巳
、
備
之

引
下
石
原
峠
ヲ
、
渡
谷

川
、
押
出
ス
関
原
ノ
北

ノ
野
ニ
、
西
北
ノ
山
ヲ

当
背
ニ
、
是
モ
向
辰

巳
、
備
之
、

具
体
的
な
地
名
に
関

す
る
記
述
な
し

松
尾
山

垂
井
南
カ
岡
ノ
鼻

垂
井
南
カ
岡
ノ
鼻

垂
井
南
カ
岡
ノ
鼻

垂
井
南
カ
岡
ノ
鼻

『
関
ヶ
原
戦
史
略
』

（
1888

年
）

六
　
本
道
ノ
北
ヨ
リ
伊
吹

山
麓
ノ
間
／
左
／
北
国
道

ヲ
中
間
ニ
置
キ
、
小
池
村

ニ
陣
ヲ
占
メ
柵
二
重
ヲ
結

ヒ
、
其
将
島
勝
猛
・
蒲
生

郷
舎
ヲ
シ
テ
之
ヲ
指
揮
セ

シ
メ
、
其
本
営
ヲ
小
関
村

ニ
置
ク
／
北
方
高
地

六
　
本
道
ノ
北
ヨ
リ
伊
吹

山
麓
ノ
間
／
中
左
／
玉
ノ

藤
川
ヲ
越
ヘ
東
南
ニ
面
シ

陣
ヲ
占
メ

六
　
本
道
ノ
北
ヨ
リ

伊
吹
山
麓
ノ
間
／
中

右
／
長
谷
川
ヲ
前
ニ

シ
テ
陣

六
　
本
道
ノ
北
ヨ
リ
伊
吹

山
麓
ノ
間
／
右
／
関
ヶ
原

西
北
ノ
山
ヲ
背
ニ
シ
東
南

ニ
向
ヒ
陣

五
　
本
道
／
藤
川
ヲ
前

ニ
シ
陣

四
　
松
尾
山
ト
本
道

ノ
間

三
　
松
尾
山

二
　
南
宮
山
／
山
上

／
山
上
ニ
陣

二
　
南
宮
山
／
山
下

／
山
下
ニ
陣

二
　
南
宮
山
／
山
下

／
山
下
ニ
陣

二
　
南
宮
山
／
山
下

／
山
下
ニ
陣
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ロ
ー
カ
ル
色
の
強
い
軍
記
の
一
群
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
は
物
語
性
が

薄
く
、
簡
素
な
戦
闘
叙
述
と
布
陣
情
報
の
列
記
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
他
の
軍
記
に
比
べ

て
具
体
的
な
地
名
が
数
多
く
記
さ
れ
、
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
の
一
群
に
記
載
さ
れ
た
布
陣
情

報
に
は
共
通
点
が
多
い
。

　

以
上
の
通
り
、
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
情
報
は
、
十
七
世
紀
後
半
ま
で
は
布
陣
叙
述
が
だ

ん
だ
ん
詳
細
に
な
り
登
場
地
名
が
増
え
て
い
く
が
、
十
八
世
紀
に
成
立
し
た
考
証
要
素
の

強
い
軍
記
に
は
新
規
情
報
が
少
な
く
、
時
代
が
下
る
ほ
ど
新
規
情
報
が
増
え
て
記
載
が
詳

細
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
近
世
を
通
し
て
記
述
が
同
一
方
向
に
徐
々
に
変
化
す
る

よ
う
な
史
料
総
体
の
連
続
性
は
見
出
せ
ず
、
時
期
が
下
っ
て
も
定
ま
っ
た
布
陣
認
識
に
収

斂
し
な
い
。
近
世
に
は
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
認
識
に
つ
い
て
統
一
見
解
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」（
筆
者
の
久
保
之
英
は
島
津
家
臣
）
に
記
載
さ
れ
た
島
津
隊

の
布
陣
情
報
は
ほ
ぼ
島
津
家
臣
団
覚
書
と
同
情
報
、「
関
原
軍
記
大
成
」（
筆
者
の
宮
川
忍
斎

は
黒
田
家
に
仕
官
）
に
記
載
さ
れ
た
黒
田
・
竹
中
隊
の
布
陣
情
報
は
「
黒
田
家
譜
」
と
ほ
ぼ

同
情
報
、
東
軍
の
編
成
を
「
一
番
／
二
番
／
三
番
（
右
・
中
・
左
）」
に
分
類
す
る
「
関
ヶ

原
合
戦
誌
記
」
の
記
述
は
、「
慶
長
中
外
伝
」『
関
ヶ
原
戦
史
略
（
本
書
は
明
治
時
代
に
成
立
。

以
下
、『
史
略
』）』
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
近
世
軍
記
は
筆
者
の

立
場
と
そ
の
人
物
が
閲
覧
可
能
だ
っ
た
史
料
に
記
載
内
容
が
直
接
的
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
情
報
は
定
ま
っ
た
形
に
収
斂
し
な
い
ま
ま
近
代
に
な
り
、
明
治
時

代
に
書
か
れ
た
『
関
原
合
戦
図
志
』（
以
下
、『
図
志
』）『
日
本
戦
史
』
の
記
載
内
容
が
、
多

く
の
関
ヶ
原
合
戦
関
連
書
籍
や
関
ヶ
原
古
戦
場
現
地
の
標
柱
・
解
説
パ
ネ
ル
に
反
映
さ

れ
、
概
ね
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
【
図
7
】。

石
田
三
成
隊

島
津
義
弘
隊

小
西
行
長
隊

宇
喜
多
秀
家
隊

大
谷
吉
継
隊

脇
坂
安
治
隊

小
早
川
秀
秋
隊

毛
利
秀
元
隊

長
束
正
家
隊

安
国
寺
恵
瓊
隊

長
宗
我
部
盛
親
隊

『
関
原
戦
記
略
』

（
1889

年
）

小
池
ノ
北
及
小
関
／
黒

田
・
田
中
・
細
川
・
加
藤

等
ノ
隊
石
田
ノ
隊
ト
接
戦
小
池
ノ
南

天
満
山
ノ
北

天
満
山
ノ
南

山
中

平
野

松
尾
山

南
宮
山

南
宮
山

南
宮
山

南
宮
山

『
関
原
合
戦
図
志
』

（
1892

年
）

篠
尾
ハ
〈
笹
尾
ノ
丸
山
ト

云
フ
〉
小
関
村
ノ
北
、
相

川
山
ノ
山
尾
ニ
ア
リ
、
今

暁
石
田
三
成
ハ
玉
ノ
藤
川

ヲ
渡
リ
、
此
処
ニ
著
シ
／

辰
巳
ニ
向
ヒ
テ
備
ヲ
立
ツ

／
先
鋒
島
勝
猛
〈
左
近
〉

（
中
略
）
等
ハ
左
右
ニ
分

レ
矢
来
ノ
前
ニ
戦
隊
ヲ
配

置

行
長
ト
同
ジ
ク
石
原
嶺
ヲ

下
リ
、
玉
ノ
藤
川
ヲ
越
エ

テ
、
小
池
村
北
国
街
道
ノ

南
、
神
田
ノ
小
高
キ
岡
ニ

来
リ
、
辰
巳
ニ
向
ヒ
テ
備

ヲ
立

天
満
山
東
北
／
山
ヲ

背
ニ
当
テ
、
寺
谷
川

ヲ
前
ニ
取
リ
、
辰
巳

ニ
向
ヒ
テ
備
ヲ
設

天
満
山
南
／
其
山
腰

藤
川
ノ
台
／
最
初
山
中

村
宮
上
ノ
陣
所
ニ
ア
リ

シ
ガ
、
今
朝
ニ
至
リ
山

ヲ
下
リ
、
藤
下
村
藤
川

ノ
西
、
中
山
道
ノ
北
ナ

ル
岸
ノ
上
ニ
陣
ヲ
移
シ

タ
ル
／
藤
川
ノ
台
ニ
陣

平
野

松
尾
山
／
此
陣
ハ
山
上

ニ
在
ル

南
宮
山

（
南
宮
）
山
下
栗
原

村
（
南
宮
）
山
下
栗
原

村
（
南
宮
）
山
下
栗
原

村

『
日
本
戦
史
関
原
役
』

（
1893

年
）

陣
地
ヲ
小
関
村
ニ
占
メ
、

以
テ
北
国
海
道
ヲ
扼
ス
／

三
成
ハ
其
北
方
笹
尾
ニ
在

リ
／
島
勝
猛
・
蒲
生
郷
舎

前
隊
ト
ナ
リ
其
東
南
ニ
居

リ
、
前
ニ
二
重
ノ
柵
ヲ
施

シ

三
成
ノ
陣
地
ヲ
距
ル
コ
ト

一
町
半
ノ
右
ニ
シ
テ
、
小

池
村
ヲ
選
定
シ
、
東
南
ニ

向
ヒ
陣
地
ヲ
占
ム
／
石
田

ノ
前
後
隊
ト
犬
牙
相
対
シ

テ
、
恰
モ
北
国
街
道
ヲ
挟

メ
リ

島
津
隊
ノ
右
ニ
接

シ
、
寺
谷
川
ニ
面

シ
、
天
満
山
北
方
ノ

岡
阜
負
フ
テ
位
置

一
タ
ヒ
石
原
峠
ニ
至
ラ
ン

ト
シ
、
既
ニ
シ
テ
天
満
山

ノ
前
ヲ
選
定
シ
、
其
兵
ヲ

前
隊
本
隊
ノ
二
ニ
分
チ
東

南
ニ
向
テ
配
備
シ
／
右
翼

中
山
道
ヲ
限
リ
テ
配
備

初
メ
山
中
村
ノ
高
地
ニ

在
リ
／
其
兵
ヲ
進
メ
、

関
之
藤
川
ヲ
前
ニ
シ
テ

配
備
／
本
道
ヲ
距
ル
コ

ト
八
町
ノ
後
方
ニ
在

リ
、
棚
ヲ
施
シ

平
野
ニ
在
リ
、
中
山

道
ヲ
隔
テ
ヽ
大
谷
ノ

隊
ニ
連
ナ
ル

松
尾
山
／
松
尾
山
上

南
宮
山

同
（
南
宮
山
東
南

端
）
岡
ヶ
鼻

同
（
南
宮
山
東
南

端
）
岡
ヶ
鼻

其
（
南
宮
山
）
東
南

端
栗
原
山

現
代
の
石
碑
の
位
置

笹
尾
山
（
左
近
は
石
碑
な

し
）
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原

4008

小
池
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原

1869-3

天
満
山
北

関
ケ
原
町
大
字
関
ケ

原
2368-1

天
満
山
南

関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原

4146-1

宮
上
関
ケ
原
町
大
字
山
中

30-1

平
野
関
ケ
原
町
大
字
藤
下

476-1

松
尾
山

関
ケ
原
町
大
字
山
中

731-1

南
宮
山

垂
井
町
宮
代

石
碑
無
し

垂
井
町
宮
代

1401
石
碑
無
し

垂
井
町
宮
代

地
名
な
し

垂
井
町
栗
原

1995

注
1）　

未
翻
刻
史
料
の
読
点
は
適
宜
筆
者
が
補
っ
た
。
翻
刻
が
存
在
す
る
史
料
も
、
原
本
と
照
合
し
た
上
で
翻
刻
の
修
正
や
、
句
読
点
の
位
置
を
変
更
し
た
も
の
が
あ
る
。

注
2）　

表
を
作
成
し
た
武
将
は
、
現
在
関
ヶ
原
古
戦
場
に
石
碑
ま
た
は
解
説
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
行
政
か
ら
布
陣
地
と
認
定
さ
れ
て
い
る
）
武
将
と
し
た
。
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【図 1】　「内府公軍記」蓬左文庫本記載の布陣情報

【図 2】　「関原始末記」記載の布陣情報



W
A

SED
A

 R
ILA

S JO
U

R
N

A
L N

O
. 13

（26）333

【図 3】　「慶長軍記」記載の布陣情報

【図 4】　「関ヶ原御合戦記」記載の布陣情報
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【図 5】　「赤坂安楽寺旧記」記載の布陣情報

【図 6】　「関ヶ原御合戦備書」記載の布陣情報
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第
二
章
　
布
陣
認
識
の
形
成

　

本
章
で
は
、
現
代
定
説
と
な
っ
て
い
る
布
陣
情
報
【
図
7
】
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

た
の
か
を
武
将
ご
と
に
検
討
す
る
。
武
将
名
下
の
鍵
括
弧
内
の
地
名
は
関
ヶ
原
古
戦
場
現

地
に
建
っ
て
い
る
標
柱
に
記
さ
れ
た
地
名
で
、
丸
括
弧
内
は
標
柱
の
現
住
所
で
あ
る
。

○
東
軍

徳
川
家
康
「
桃
配
山
」（
関
ケ
原
町
大
字
野
上
一
四
二
四
‐
一
）

　
「
桃
配
」
地
名
は
「
慶
長
軍
記
」
以
降
に
書
か
れ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
軍
記
に
登
場
す
る
。

た
だ
し
、「
少
高
所
」「
山
原
」「
原
」
と
地
形
の
表
現
は
一
定
し
な
い
。「
桃
配
山
」
表
記

の
初
出
は
「
安
楽
寺
旧
記
」
だ
が
、
以
降
に
記
さ
れ
た
史
料
で
も
地
形
表
現
は
一
定
し
な

い
。『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
で
「
桃
配
山
」
と
い
う
表
現
が
採
用
さ
れ
、
標
柱
に
も
刻
ま

れ
て
い
る
。

福
島
正
則
「
関
ノ
明
神
」（
関
ケ
原
町
大
字
松
尾
一
一
一
）

　

福
島
正
則
が
東
軍
の
先
陣
を
務
め
た
旨
は
同
時
代
史
料
を
含
む
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
に
共

通
し
、
史
料
間
の
矛
盾
や
記
述
の
差
異
は
少
な
い
。「
関
ノ
明
神
」
と
い
う
地
名
は
「
慶

長
軍
記
」
が
初
出
で
あ
り
、「
石
田
軍
記
」「
武
徳
安
民
記
」「
関
原
軍
記
大
成
」「
大
三
川

志
」「
備
書
」「
手
配
留
」
に
も
記
載
さ
れ
、
明
治
期
の
書
籍
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

藤
堂
高
虎
・
京
極
高
知
「
柴
井
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
二
四
九
一
‐
一
〇
一
）

　

近
世
の
史
料
を
通
し
て
具
体
的
な
布
陣
地
名
こ
そ
登
場
し
な
い
も
の
の
、
藤
堂
隊
と
京

極
隊
が
同
一
行
動
を
と
っ
た
こ
と
、
中
山
道
の
南
を
進
軍
し
た
こ
と
は
、「
内
府
公
軍
記
」

以
降
の
ほ
と
ん
ど
の
軍
記
で
共
通
し
、
史
料
間
の
矛
盾
や
記
述
の
差
異
は
ほ
ぼ
な
い
。
標

柱
に
記
さ
れ
た
「
柴
井
」
は
、
近
世
史
料
に
は
登
場
し
な
い
地
名
で
あ
り
、
初
出
は
『
図

志
』
で
あ
る
。『
図
志
』
の
付
録
と
し
て
同
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
関
原
陣
地
考
証
」（
以

下
、「
陣
地
考
証
」）
に
は
、「
黒
田
氏
関
原
記
」「
備
書
」
の
記
述
を
実
地
に
当
て
は
め
た
と

こ
ろ
関
ケ
原
町
と
大
関
の
間
に
あ
る
関
ヶ
原
の
出
郷
柴
井
の
地
が
藤
堂
・
京
極
隊
の
布
陣

地
に
当
た
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
こ
の
地
に
比
定
し
た
、
と
あ
る
。

【図 7】　『日本戦史　関原役』附図第 5号拡大図＋標柱に記された地名
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松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
「
茨
原
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
九
〇
八
‐
三
）

　

井
伊
直
政
・
松
平
忠
吉
は
、
同
時
代
史
料
と
「
内
府
公
軍
記
」
で
は
単
に
先
陣
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、「
慶
長
軍
記
」「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」
に
は
松
平
忠
吉
が
先
手
の
大
将
で

あ
っ
た
と
書
か
れ
、「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」「
慶
長
中
外
伝
」
で
は
松
平
忠
吉
は
「
中
の
陣
」

で
あ
っ
た
と
や
や
布
陣
地
が
後
方
に
な
っ
て
い
る
。
松
平
忠
吉
と
井
伊
直
政
が
同
陣
（
ま

た
は
隊
が
隣
接
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「
内
府
公
軍
記
」
以
降
全
て
の
軍
記
で
一
致
し
て
い

る
。
標
柱
に
記
さ
れ
た
地
名
は
「
茨
原
」
だ
が
、
近
世
史
料
に
登
場
す
る
地
名
は
「
茨
谷
」

（「
手
配
留
」）
で
あ
る
。「
陣
地
考
証
」
に
は
、「
手
配
留
」
に
基
づ
い
て
実
地
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
「
茨
谷
」
は
大
軍
が
布
陣
で
き
る
場
所
で
は
な
く
、
関
ケ
原
町
の
北
に
存
在
す

る
「
茨
原
」
で
あ
れ
ば
大
軍
が
展
開
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
茨
谷
」
は
「
茨
原
」
の
誤
記

と
判
断
し
松
平
忠
吉
・
井
伊
直
政
隊
の
布
陣
地
を
茨
原
と
し
た
、
と
あ
る
。『
図
志
』
刊

行
以
前
に
『
日
本
戦
史
』
編
纂
委
員
が
作
成
し
た
『
関
原
戦
記
略
』（
以
下
、『
戦
記
略
』）

で
も
布
陣
地
は
「
茨
原
」
と
さ
れ
て
お
り
、『
図
志
』
刊
行
以
前
か
ら
布
陣
地
は
「
茨
原
」

と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
多
忠
勝
「
十つ

づ

ら
九
女
池い

け

西
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
三
四
四
一
‐
一
）

　

本
多
忠
勝
は
、「
関
原
始
末
記
」
ま
で
の
史
料
で
は
合
戦
勃
発
時
か
ら
戦
闘
に
参
加
し

て
い
る
が
、「
慶
長
軍
記
」
以
降
は
元
々
南
宮
山
の
敵
に
備
え
て
い
た
が
途
中
か
ら
戦
闘

に
加
わ
っ
た
と
す
る
記
述
が
増
え
、
最
終
的
に
後
者
の
見
解
が
主
流
と
な
る
。
標
柱
に
記

さ
れ
た
地
名
は
「
十
九
女
池
西
」
で
、「
十
九
夜
池
」
地
名
は
「
御
合
戦
記
」（「
十
九
夜
ト

云
フ
池
ノ
上
」）、「
備
書
」（「
十
九
女
ガ
池
ノ
野
」）
等
と
、
近
世
の
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
に
登
場

す
る
。
十
九
女
池
の
西
に
布
陣
し
た
と
初
め
て
記
述
し
た
の
は
『
図
志
』
で
あ
り
、
こ
の

記
述
が
標
柱
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

田
中
吉
政
「
甲
斐
墓
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
九
五
九
‐
二
）

　

田
中
吉
政
は
、「
内
府
公
軍
記
」
大
和
文
華
館
本
以
降
の
史
料
で
は
、
戦
場
の
北
方
に

向
か
い
石
田
三
成
隊
と
交
戦
し
た
旨
が
共
通
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
武
家
事
紀
」
に

は
、
田
中
吉
政
は
元
々
徳
川
家
康
の
旗
本
に
い
た
が
、
土
地
の
案
内
者
と
し
て
先
陣
に
加

わ
っ
た
と
い
う
独
自
情
報
が
記
載
さ
れ
、
こ
れ
は
『
日
本
戦
史
』
に
も
採
用
さ
れ
た
。
標

柱
に
記
さ
れ
た
「
甲
斐
墓
」
は
近
世
史
料
に
は
見
え
な
い
地
名
で
あ
り
、『
図
志
』
が
初

出
で
あ
る
。「
陣
地
考
証
」
は
「
古
記
及
ビ
実
測
ヲ
欠
ク
」
と
、
田
中
隊
の
明
確
な
布
陣

地
が
不
明
で
あ
る
旨
を
添
え
た
上
で
、
関
ケ
原
村
内
の
該
当
し
そ
う
な
場
所
の
地
名
と
し

て
「
甲
斐
墓
」
と
記
し
て
い
る
。

細
川
忠
興　

石
碑
に
具
体
的
な
地
名
な
し
（
関
ケ
原
町
関
ケ
原
八
一
一
‐
一
〇
四
）

　

細
川
忠
興
の
布
陣
地
に
つ
い
て
具
体
的
な
地
名
が
記
載
さ
れ
た
史
料
は
な
い
が
、
中
山

道
よ
り
北
方
に
進
軍
し
、
石
田
隊
と
交
戦
し
た
と
い
う
記
述
は
「
関
原
始
末
記
」
以
降
の

概
ね
の
軍
記
で
一
致
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
な
記
述
と
し
て
は
、
田
中
隊
・
黒
田
隊
と

共
に
「
北
国
海（

街
）道
ノ
左
右
八
幡
宮
ノ
後
」
に
布
陣
し
た
と
す
る
記
述
が
「
御
合
戦
記
」
に

見
ら
れ
、「
安
楽
寺
旧
記
」「
備
書
」「
手
配
留
」
に
も
同
様
の
記
述
が
見
え
る
（
黒
田
隊
と

同
所
に
布
陣
し
た
旨
は
「
細
川
忠
興
軍
功
記
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
史
料
上
に
具
体

的
な
地
名
が
登
場
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
石
碑
に
も
地
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ

は
細
川
忠
興
陣
跡
碑
が
他
の
武
将
の
標
柱
（
明
治
三
十
九
年
設
置
）
と
違
い
、
異
な
る
形
状

で
平
成
二
十
五
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

黒
田
長
政
・
竹
中
重
門
「
丸
山
狼
煙
場
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
七
三
二
‐
二
七
）

　

黒
田
長
政
が
中
山
道
よ
り
北
方
に
進
軍
し
、
石
田
隊
と
交
戦
し
た
と
い
う
記
述
は
「
関

原
始
末
記
」
以
降
の
ほ
と
ん
ど
の
軍
記
で
一
致
し
て
い
る
。「
黒
田
家
譜
」
以
降
の
概
ね

の
軍
記
で
は
黒
田
長
政
と
竹
中
重
門
が
同
陣
し
て
お
り
、「
黒
田
家
譜
」「
関
原
軍
記
大
成
」

「
大
三
川
志
」『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
で
は
竹
中
重
門
が
案
内
を
務
め
て
間
道
か
ら
黒
田

隊
を
石
田
隊
の
も
と
に
導
い
た
旨
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
関
ヶ
原
合
戦

誌
記
」「
慶
長
中
外
伝
」『
史
略
』
で
は
、
竹
中
重
門
は
黒
田
隊
で
は
な
く
、
松
平
忠
吉
隊

の
中
に
い
た
と
し
て
い
る
。『
図
志
』
は
こ
の
矛
盾
を
、「
元
は
松
平
隊
の
中
に
い
た
が
、

土
地
の
案
内
を
す
る
た
め
に
黒
田
隊
と
同
道
し
た
」
と
解
釈
す
る
こ
と
で
解
消
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
。
標
柱
に
書
か
れ
た
「
丸
山
狼
烟
場
」
の
出
典
は
「
備
書
」「
手
配
留
」
で

あ
り
、
両
書
に
は
黒
田
・
竹
中
隊
は
丸
山
と
い
う
所
に
布
陣
し
、
丸
山
は
狼
煙
場
で
あ
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。
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池
田
輝
政
「
御ご

所し
ょ

野の

」（
垂
井
町
宮
代
二
四
四
）

　

池
田
輝
政
の
布
陣
地
は
同
時
代
史
料
に
「
南
宮
山
へ
之
手
あ
て
」（
九
月
十
七
日
吉
川
広

家
書
状
案
）
と
あ
り
、
こ
の
旨
は
以
降
全
て
の
史
料
に
共
通
し
て
い
る
。
池
田
輝
政
の
布

陣
地
を
「
御
所
野
」
と
す
る
初
出
は
、「
後
生
野
」
と
現
代
の
漢
字
表
記
と
は
異
な
っ
て

い
る
も
の
の
「
御
合
戦
記
」
で
あ
る
。『
戦
記
略
』
に
は
「
御
所
野
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
も
同
表
記
で
あ
る
。

浅
野
幸
長
「
一
里
塚
」（
垂
井
町
一
一
八
‐
一
）

　

浅
野
幸
長
が
南
宮
山
方
面
の
押
さ
え
と
し
て
布
陣
し
た
旨
は
「
内
府
公
軍
記
」
以
降
の

全
て
の
史
料
に
共
通
し
て
い
る
。
浅
野
幸
長
の
布
陣
地
を
「
一
里
塚
」
と
す
る
の
は
、「
御

合
戦
記
」
に
「
一
里
塚
ノ
西
ノ
野
」
と
あ
る
の
が
初
出
で
あ
る
。
本
書
で
は
一
里
塚
が
あ

る
地
点
そ
の
も
の
で
は
な
く
そ
の
西
に
布
陣
し
た
と
し
て
い
る
が
、「
安
楽
寺
旧
記
」
に

は
「
壱
里
塚
」
と
あ
り
、『
戦
記
略
』『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
で
は
「
一
里
塚
」
と
記
し

て
い
る
。

山
内
一
豊　

石
碑
な
し
（
関
ケ
原
町
大
字
野
上
一
四
二
四
‐
一
）

　

本
稿
で
扱
っ
た
東
軍
武
将
の
中
で
、
史
料
に
よ
る
布
陣
情
報
の
差
異
が
最
も
大
き
い
の

が
山
内
一
豊
で
あ
る
。「
慶
長
軍
記
」「
武
家
事
紀
」「
関
原
日
記
」「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」

「
御
合
戦
記
」「
武
徳
安
民
記
」「
関
原
軍
記
大
成
」「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」「
慶
長
中
外
伝
」

「
備
書
」「
武
鑑
要
略
慶
長
軍
記
」『
史
略
』『
戦
記
略
』『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
に
は
山
内

一
豊
は
南
宮
山
の
押
さ
え
で
あ
っ
た
（
そ
の
う
ち
、「
武
家
事
紀
」「
備
書
」『
戦
記
略
』『
図
志
』

に
は
、
現
在
解
説
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
「
野
上
」
地
名
が
見
え
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
一
方
で
、「
石
田
軍
記
」「
安
楽
寺
旧
記
」「
関
ヶ
原
軍
記
大
全
」「
大
三
川
志
」「
関
ヶ

原
合
戦
聞
書
」「
慶
長
擾
乱
」
で
は
関
ヶ
原
本
戦
の
先
陣
に
加
わ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
矛
盾
が
発
生
し
た
の
か
。「
内
府
公
軍
記
」
蓬
左
文
庫
本
に
は
南
宮
山
へ
の
押

さ
え
が
「
羽
柴
三
左
衛
門
（
池
田
輝
政
）・
浅
野
左
京
大
夫
（
幸
長
）・
駿
河
衆
・
遠
江
衆
」

と
記
載
し
て
あ
り
、
こ
の
「
遠
江
衆
」
を
当
時
遠
江
国
内
に
領
地
を
持
っ
て
い
た
武
将
と

す
る
と
、
一
豊
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る（（4
（

。
し
か
し
、
同
書
に
は
山
内
一
豊
の
家
臣
・
樫
井
多

兵
衛
が
合
戦
の
前
線
で
戦
っ
た
と
の
記
述
も
存
在
す
る
。「
遠
江
衆
」
に
一
豊
を
含
む
と

解
釈
す
る
か
、
山
内
家
臣
が
前
線
で
戦
っ
た
と
す
る
記
述
を
重
視
す
る
か
で
、
見
解
が
分

か
れ
た
結
果
、
本
に
よ
っ
て
布
陣
情
報
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
西
軍

石
田
三
成
「
笹
尾
山
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
四
〇
〇
八
）

　
「
内
府
公
軍
記
」
以
降
、
石
田
三
成
の
布
陣
地
を
小
関
周
辺
だ
と
す
る
記
述
は
ほ
ぼ
全

て
の
軍
記
に
共
通
す
る
（「
戸
田
左
門
覚
書
」
の
み
例
外
的
に
「
自
害
が
岡
」
と
記
し
て
い
る
。「
戸

田
左
門
覚
書
」
に
は
他
に
も
本
書
に
し
か
見
え
な
い
独
自
情
報
が
多
い
）
が
、
小
関
の
南
に
布
陣
し

た
と
す
る
史
料
（「
内
府
公
軍
記
」
杤
山
本
・
大
和
文
華
館
本
・
蓬
左
文
庫
本
、「
武
徳
安
民
記
」「
手

配
留
」「
関
ヶ
原
合
戦
聞
書
」「
武
鑑
要
略
慶
長
軍
記
」）
と
北
に
布
陣
し
た
と
す
る
史
料
（「
関
原

始
末
記
」「
武
家
事
紀
」「
黒
田
家
譜
」「
御
合
戦
記
」「
大
三
川
志
」『
図
志
』『
日
本
戦
史
』）
に
分
か

れ
る
。「
笹
尾
」
地
名
は
「
備
書
」
が
根
拠
で
あ
る
（「
手
配
留
」
に
は
「
つ
き
尾
」
と
あ
り
、

こ
れ
も
同
地
を
指
す
か
）。
一
方
、
三
成
の
布
陣
地
を
「
天
満
（
魔
）
山
」
と
す
る
史
料
は
「
慶

長
軍
記
」「
石
田
軍
記
」「
武
徳
安
民
記
」「
大
三
川
志
」「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」
と
多
々
見

出
せ
る
。
近
世
に
は
三
成
の
布
陣
地
を
「
天
満
山
」
と
す
る
見
解
の
方
が
強
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
明
治
期
の
書
籍
で
は
「
笹
尾
」
説
が
採
用
さ
れ
た
。
現
在
、
石
田
三
成
布
陣

地
の
標
柱
が
建
っ
て
い
る
笹
尾
山
の
麓
に
は
、
島
左
近
布
陣
地
の
解
説
パ
ネ
ル
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、「
関
原
始
末
記
」
以
降
の
多
く
の
軍
記
で
左
近
が
石
田
隊
の
先
陣
で
あ
っ

た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

島
津
義
弘
「
小
池
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
一
八
六
九
‐
三
）

　

島
津
隊
が
石
田
隊
の
右
（
南
）
に
隣
接
し
て
布
陣
し
て
い
た
旨
は
、
島
津
家
臣
団
覚
書

以
降
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
に
共
通
し
て
い
る
。
標
柱
に
記
載
さ
れ
た
「
小
池
」
地
名
は
、
島

津
家
臣
・
久
保
之
英
が
記
し
た
「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」
に
登
場
し
、「
備
書
」「
手
配
留
」

と
い
っ
た
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
に
も
同
地
名
が
見
ら
れ
、『
戦
記
略
』『
図
志
』『
日
本
戦
史
』

で
も
こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

小
西
行
長
「
天
満
山
北
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
二
三
六
八
‐
一
）

　
「
黒
田
家
譜
」「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」『
史
略
』『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
で
は
、
小
西
隊
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が
川
の
後
方
に
布
陣
し
て
い
た
と
い
う
旨
が
記
さ
れ
、
他
の
武
将
に
比
し
て
戦
闘
行
為
に

や
や
消
極
的
で
あ
っ
た
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
小
西
行
長
の
布
陣
地
を
「
天
満
山
北
」

と
す
る
初
出
は
「
御
合
戦
記
」
だ
が
、
本
書
に
は
同
所
に
島
津
隊
・
宇
喜
多
隊
も
共
に
布

陣
し
て
い
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
小
西
隊
の
み
の
布
陣
地
を
天
満
山
の
北
と
す
る
の
は

「
安
楽
寺
旧
記
」「
備
書
」「
手
配
留
」
で
あ
り
、『
戦
記
略
』『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
で
は

こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

宇
喜
多
秀
家
「
天
満
山
南
」（
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
四
一
四
六
‐
一
）

　

宇
喜
多
秀
家
は
、
石
原
峠
を
下
っ
て
南
東
向
き
に
布
陣
し
た
と
す
る
「
内
府
公
軍
記
」

の
記
述
を
採
用
し
て
い
る
史
料
が
多
い
（「
関
原
日
記
」「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」「
石
田
軍
記
」「
武

徳
安
民
記
」「
関
原
軍
記
大
成
」「
大
三
川
志
」「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」「
慶
長
中
外
伝
」「
武
鑑
要
略
慶
長

軍
記
」）。
標
柱
に
記
さ
れ
た
「
天
満
山
南
」
は
、「
安
楽
寺
旧
記
」「
備
書
」「
手
配
留
」

に
天
満
山
の
南
の
方
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
基
づ
い
て
い
る
。
宇
喜
多
秀
家
が
天
満
山

に
布
陣
し
た
と
す
る
見
解
は
江
戸
時
代
に
は
少
数
派
で
あ
っ
た
が
、『
戦
記
略
』『
図
志
』

『
日
本
戦
史
』
で
は
こ
の
記
述
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。「
武
徳
安
民
記
」
は
他
の
軍
記
と
異

な
り
、「
鷹
尾
山
」
に
布
陣
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。

大
谷
吉
継
「
宮
上
」（
関
ケ
原
町
大
字
山
中
三
〇
‐
一
）

　

大
谷
隊
も
宇
喜
多
隊
と
同
様
に
、
石
原
峠
を
下
っ
て
東
南
向
き
に
布
陣
し
た
、
と
す
る

「
内
府
公
軍
記
」
の
記
述
を
採
用
し
て
い
る
史
料
が
多
い
（「
関
原
日
記
」「
黒
田
家
譜
」「
石
田

軍
記
」「
大
三
川
志
」「
関
ヶ
原
進
退
秘
訣
」「
手
配
留
」「
武
鑑
要
略
慶
長
軍
記
」）。
そ
し
て
宇
喜
多

隊
と
は
異
な
り
、
藤
子
川
を
前
に
当
て
岸
際
に
布
陣
し
た
（「
関
ヶ
原
御
合
戦
誌
記
」「
武
徳
安

民
記
」「
関
原
軍
記
大
成
」「
大
三
川
志
」「
慶
長
中
外
伝
」『
史
略
』）
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
軍
記

も
多
い
。
史
料
に
よ
る
布
陣
情
報
の
差
異
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。
大
谷
隊
に
関
す
る
叙

述
の
特
徴
と
し
て
、
柵
を
設
け
て
い
た
旨
が
多
く
の
軍
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
標
柱
に

記
さ
れ
た
「
宮
上
」
地
名
は
「
安
楽
寺
旧
記
」「
備
書
」「
手
配
留
」
に
見
え
る
。

脇
坂
安
治
「
平
野
」（
関
ケ
原
町
大
字
藤
下
四
七
六
‐
一
）

　

脇
坂
安
治
の
布
陣
地
に
つ
い
て
は
記
載
の
な
い
史
料
も
多
い
が
、
概
ね
大
谷
隊
に
続
き

松
尾
山
の
付
近
に
布
陣
（「
関
原
始
末
記
」「
慶
長
軍
記
」「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」「
関
原
軍
記
大
成
」

「
慶
長
中
外
伝
」）
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
戦
記
略
』『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
や
標
柱
で

は
布
陣
地
を
「
平
野
」
と
し
て
い
る
が
、「
平
野
」
地
名
は
近
世
史
料
に
は
登
場
せ
ず
、「
武

徳
安
民
記
」
に
「
松
尾
山
ノ
近
辺
平
山
」
と
あ
る
の
が
比
較
的
近
い
地
名
で
あ
る
。「
陣

地
考
証
」
に
よ
る
と
、
大
谷
吉
継
の
布
陣
地
か
ら
中
山
道
を
挟
ん
だ
南
側
に
一
町
半
ほ
ど

（
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
原
野
が
あ
り
、
こ
こ
が
平
野
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
脇
坂

安
治
布
陣
地
を
「
平
野
」
に
比
定
し
た
、
と
し
て
い
る
。

小
早
川
秀
秋
「
松
尾
山
」（
関
ケ
原
町
大
字
山
中
七
三
一
‐
一
）

　

小
早
川
秀
秋
の
布
陣
地
を
「
松
尾
山
」
と
す
る
の
は
、「
関
原
始
末
記
」
以
降
ほ
ぼ
全

て
の
軍
記
に
共
通
す
る
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
の
稲
葉
正
成
の
項
に
は
小
早
川
秀
秋
が
「
松
尾
山
」

に
入
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
寛
永
期
に
は
既
に
小
早
川
秀
秋
が
松
尾
山
に
布
陣
し
た
と
の
情
報

は
存
在
す
る
）。
た
だ
し
、「
関
原
始
末
記
」「
慶
長
軍
記
」
に
「
松
尾
山
の
下
」
と
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
成
立
年
代
が
比
較
的
早
い
軍
記
で
は
小
早
川
隊
は
山
上
で
は
な
く
山
下

に
部
隊
を
配
備
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」
以
降
は
、
布
陣

地
を
山
上
で
あ
る
と
記
す
軍
記
が
何
点
か
登
場
し
、
山
下
に
布
陣
し
た
と
の
記
述
は
消
え

る
。

毛
利
秀
元
「
南
宮
山
」（
垂
井
町
宮
代
）

　

毛
利
秀
元
が
南
宮
山
に
布
陣
し
た
と
い
う
旨
は
、
同
時
代
史
料
（
九
月
十
七
日
吉
川
広
家

書
状
案
）
か
ら
見
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
で
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
毛
利
秀
元
・

安
国
寺
恵
瓊
・
長
束
正
家
・
長
宗
我
部
盛
親
が
一
括
で
記
さ
れ
て
い
る
史
料
が
ほ
と
ん
ど

で
、
毛
利
秀
元
隊
が
南
宮
山
の
ど
の
位
置
に
布
陣
し
て
い
た
か
を
記
す
史
料
は
少
な
い
。

「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」「
慶
長
中
外
伝
」『
史
略
』
で
は
「（
他
部
隊
が
山
下
に
布
陣
し
て
い
る
の

に
対
し
て
）
南
宮
山
の
上
」、「
武
徳
安
民
記
」
に
「（
南
宮
山
の
中
の
）
雉
子
篭
山
」、「
関
原

軍
記
大
成
」
に
「（
長
宗
我
部
隊
と
共
に
）
栗
原
山
の
嶺
」
と
あ
る
の
が
、
や
や
例
外
的
な

記
述
で
あ
る
。

長
束
正
家　

石
碑
無
し
（
垂
井
町
宮
代
一
四
〇
一
）
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長
束
正
家
も
「
南
宮
山
」
に
布
陣
し
た
と
い
う
点
は
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
で
共
通
し
て
い

る
（「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」「
慶
長
中
外
伝
」『
史
略
』
で
は
南
宮
山
下
、「
関
原
軍
記
大
成
」
で
は
南
宮

山
の
山
頭
（
異
本
で
は
「
山
道
」）、『
図
志
』
で
は
南
宮
山
下
栗
原
村
と
し
て
い
る
）
が
、「
慶
長
年

中
卜
斎
記
」
で
は
「
伊
勢
の
内
か
う
つ
こ
ま
」
と
特
記
さ
れ
て
い
る
。

安
国
寺
恵
瓊　

石
碑
無
し
（
垂
井
町
宮
代
）

　

安
国
寺
恵
瓊
も
「
南
宮
山
」
に
布
陣
し
た
と
い
う
点
は
、
前
述
の
毛
利
隊
・
長
束
隊
と

同
様
に
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
で
共
通
し
て
い
る
（「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」「
慶
長
中
外
伝
」『
史
略
』

で
は
南
宮
山
下
、「
関
原
軍
記
大
成
」
で
は
南
宮
山
の
山
頭
（
異
本
で
は
「
山
道
」）、『
図
志
』
で
は
南

宮
山
下
栗
原
村
と
し
て
い
る
）。
例
外
的
に
「
武
家
事
紀
」
で
は
、
島
津
隊
に
隣
接
し
て
布
陣

し
関
ヶ
原
本
戦
に
参
戦
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
（
関
ヶ
原
合

戦
後
に
石
田
三
成
・
小
西
行
長
と
同
様
に
捕
縛
・
処
刑
さ
れ
た
た
め
、前
者
と
近
い
布
陣
地
と
さ
れ
た
か
）。

長
宗
我
部
盛
親　

石
碑
無
し
（
垂
井
町
栗
原
一
九
九
五
）

　

長
宗
我
部
盛
親
も
、
前
述
し
た
毛
利
隊
・
長
束
隊
・
安
国
寺
隊
と
同
様
に
南
宮
山
に
布

陣
し
た
と
い
う
点
は
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
で
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
南
宮
山
の
中
で
も

「
栗
原
」
に
布
陣
し
て
い
た
旨
を
特
に
記
す
史
料
（「
福
富
半
右
衛
門
親
政
法
名
浄
安
覚
書
」「
黒

田
家
譜
」「
関
原
軍
記
大
成
」）
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
で
も
栗
原
に

布
陣
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
各
武
将
の
布
陣
情
報
が
、
ど
の
よ
う
に
現
代
伝
わ
っ
て
い
る
状
態
に
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
の
か
を
見
た
。
標
柱
に
記
載
さ
れ
た
地
名
の
初
出
を
見
る
と
、
大
き
く
三
つ
の

布
陣
認
識
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
見
出
せ
る
。
一
つ
目
は
、「
慶
長
軍
記
」
の
存
在

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
個
々
の
武
将
の
布
陣
地
名
を
記
す
史
料
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ

た
が
、「
慶
長
軍
記
」
か
ら
武
将
ご
と
の
地
名
を
記
す
よ
う
に
な
り
、徳
川
家
康
の
「
桃
配
」

布
陣
、
福
島
正
則
の
「
関
ノ
明
神
」
布
陣
な
ど
、「
慶
長
軍
記
」
以
来
定
説
と
な
っ
た
も

の
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
方
、
石
田
三
成
の
布
陣
地
を
「
天
満
山
」
と
す
る
な
ど
、
そ
の

情
報
が
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
二
つ
目
は
、「
御
合
戦
記
」

「
安
楽
寺
旧
記
」「
備
書
」「
手
配
留
」
と
い
っ
た
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
の
存
在
で
あ
る
。
軍

記
全
体
の
中
で
は
少
数
派
の
記
述
で
あ
っ
て
も
、
明
治
期
の
書
籍
や
標
柱
に
記
さ
れ
た
地

名
の
う
ち
半
数
以
上
が
こ
れ
ら
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
。
三
つ
目

は
、
明
治
期
の
郷
土
史
家
・
神
谷
道
一
に
よ
る
布
陣
地
比
定
で
あ
る
。
近
世
史
料
か
ら
見

つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
名
が
標
柱
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
神
谷
に
よ
っ
て
そ
の

武
将
の
布
陣
地
に
比
定
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
標
柱
に
記
さ
れ
た
地
名
の
う
ち
、「
茨

原
」「
平
野
」
は
史
料
中
の
地
名
と
や
や
異
な
り
、「
柴
井
」「
甲
斐
墓
」
は
文
献
上
に
登

場
し
な
い
地
名
だ
が
、
そ
の
地
に
比
定
し
た
理
由
は
「
陣
地
考
証
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

近
世
関
ヶ
原
合
戦
軍
記
の
集
大
成
的
な
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
「
関
原
軍
記

大
成
」
で
あ
る
が
、
本
書
の
布
陣
情
報
は
現
代
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
む

し
ろ
布
陣
情
報
に
関
し
て
は
、
広
く
流
布
せ
ず
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
に
使
用
さ
れ
て

い
な
い
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

第
三
章
　
布
陣
認
識
の
継
承

　

第
一
章
と
第
二
章
で
見
た
通
り
、
近
世
に
は
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
認
識
に
統
一
さ
れ
た

見
解
は
な
く
、
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
近
代
に
形
成
さ
れ
た
布
陣
認
識
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
布
陣
認
識
は
ど
の
よ
う
に
定
説
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
形
に
収
斂
さ
れ
、
継

承
・
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

江
戸
幕
府
が
滅
亡
し
て
明
治
政
府
が
成
立
す
る
と
、
徳
川
氏
に
憚
る
必
要
が
な
く
な
り

史
料
公
開
が
進
ん
だ
た
め
、
新
た
な
関
ヶ
原
合
戦
の
叙
述
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
中
で
最
も
早
く
研
究
を
手
掛
け
た
の
は
、
陸
軍
軍
人
の
曾
我
祐
準
（
一
八
四
三

〜
一
九
三
五
）
で
あ
る
。
曾
我
は
軍
職
か
ら
離
れ
て
余
暇
が
で
き
た
こ
と
を
契
機
に
、
国

内
戦
史
、
特
に
戦
国
時
代
を
対
象
と
し
た
戦
史
研
究
を
開
始
す
る（（4
（

。
そ
の
成
果
と
し
て
明

治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
完
成
し
た
の
が
『
関
ヶ
原
戦
史
略
』
で
あ
る
。
曾
我
は
自

叙
伝
の
中
で
「
在
職
中
か
ら
思
ひ
た
つ
て
居
た
日
本
戦
史
編
纂
も
し
て
見
度
、
平
岡
大
佐

（
芋
作
）、
横
井
忠
直
と
謀
り
、
先
づ
一
番
に
戦
史
材
料
を
集
め
か
け
た（（4
（

」
と
語
っ
て
い
る
。

そ
の
直
後
に
陸
軍
参
謀
本
部
が
戦
史
編
纂
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
曾
我
は
自
身
の

戦
史
編
纂
作
業
を
中
止
す
る（（4
（

。
以
降
曾
我
が
主
体
的
に
関
ヶ
原
合
戦
研
究
を
行
っ
た
様
子

は
見
ら
れ
な
い
が
、
参
謀
本
部
に
よ
っ
て
こ
の
後
に
行
わ
れ
る
関
ヶ
原
合
戦
研
究
に
は
、

曾
我
と
共
に
史
料
蒐
集
を
行
っ
た
横
井
忠
直
が
参
加
し
て
い
た
。
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曾
我
が
軍
職
か
ら
退
い
た
頃
、
陸
軍
内
で
も
国
内
戦
史
研
究
の
必
要
性
が
謳
わ
れ
始

め
、
参
謀
本
部
が
編
纂
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
研
究
対
象
と
し
て
戦
国

時
代
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
関
ヶ
原
合
戦
を
題
材
と
す
る
『
日
本
戦
史　

関
原
役
』
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
。
起
稿
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
九
月（（5
（

で
あ
り
、

実
地
調
査
も
九
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る（（5
（

。
同
年
九
月
三
十
日
に
は
「『
日
本
戦
史
』
編
纂

に
つ
き
、
関
ヶ
原
合
戦
に
関
す
る
書
籍
古
文
書
等
を
遺
漏
な
く
調
べ
て
目
録
を
作
成
し
、

役
所
に
届
け
る
よ
う
に
」
と
す
る
岐
阜
県
訓
令
が
出
さ
れ
て
い
る（（5
（

。
こ
の
年
の
参
謀
本
部

に
よ
る
実
地
調
査
に
は
「
神
谷
道
一
ナ
ル
者（（5
（

」
が
数
日
間
に
渡
っ
て
同
行
し
て
古
戦
場
探

索
に
尽
力
し
、
神
谷
に
は
後
日
謝
金
と
し
て
十
五
円
が
贈
与
さ
れ
て
い
る（（5
（

。

　

同
年
九
月
二
十
七
日
〜
十
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
尾
濃
地
方
参
謀
旅
行
で
は
関
ヶ
原
が

演
習
の
舞
台
と
な
り
、
川
上
操
六
含
め
参
謀
本
部
所
属
の
多
く
の
軍
人
が
関
ヶ
原
を
訪
れ

た
。
演
習
内
容
自
体
は
関
ヶ
原
合
戦
と
は
関
係
な
い
も
の
の
、
こ
の
演
習
の
総
裁
官
で

あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
教
官
ヴ
ィ
ル
デ
ン
ブ
ル
ヒ
に
関
ヶ
原
合
戦
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
そ
の
後
『
関
原
戦
記
略
』
と

し
て
刊
行
さ
れ
た（（5
（

。

　
『
戦
記
略
』
の
編
集
を
担
当
し
た
の
は
陸
軍
軍
人
・
竹
内
正
策
（
一
八
五
一
〜
一
九
二
二
）

と
、
国
学
者
で
陸
軍
大
学
校
教
授
の
横
井
忠
直
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
六
）
で
、
両
者
は
日

本
戦
史
編
纂
委
員
で
あ
る（（5
（

。
横
井
は
前
述
し
た
通
り
曾
我
の
史
料
蒐
集
に
協
力
し
て
い

る
。
竹
内
と
横
井
の
二
人
が
実
務
を
担
い
、『
日
本
戦
史
』
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
。
明
治

二
十
四
年（（5
（

に
は
、
参
謀
本
部
と
帝
国
大
学
編
年
史
編
纂
掛
間
の
史
料
の
貸
し
出
し
・
返
却

を
巡
る
書
類
が
多
く
残
っ
て
い
る（（5
（

。
他
に
も
、
川
上
が
華
族
会
館
長
浅
野
長
勲
に
対
し
て
、

華
族
諸
家
に
書
類
借
用
・
質
問
の
担
当
者
を
派
遣
す
る
た
め
事
前
に
華
族
諸
家
に
通
知
し

て
お
い
て
ほ
し
い
と
の
旨
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る（（5
（

。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
二
月

二
十
二
日
に
は
竹
内
が
『
日
本
戦
史
』
の
仮
印
刷
申
請
を
し
て
い
る（（6
（

の
で
、
こ
の
時
ま
で

に
編
纂
作
業
は
一
段
落
つ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
『
日
本

戦
史
』
の
販
売
を
担
当
す
る
博
聞
社
の
長
尾
景
弼
か
ら
予
約
広
告
の
文
案
許
可
願
い
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
戦
史
』
の
販
売
を
民
間
に
委
託
し
、
新
聞
広
告
の
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
参
謀
本
部
が
『
日
本
戦
史
』
を
広
く
一
般
に
流
通
さ
せ
る
意

図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
販
売
を
開
始
し
て
か
ら
は
新
聞
に
も
広
告
が
載

せ
ら
れ
、
大
々
的
に
販
売
さ
れ
た（（6
（

。

　

曾
我
や
参
謀
本
部
が
軍
事
的
な
観
点
か
ら
関
ヶ
原
合
戦
研
究
を
試
み
て
い
た
の
と
同
時

期
に
、
郷
土
史
と
し
て
関
ヶ
原
合
戦
研
究
を
行
お
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
神
谷
道
一

に
よ
る
研
究
で
あ
る
。
神
谷
道
一
（
一
八
二
三
〜
一
九
〇
四
）
は
美
濃
国
可
児
郡
久
々
利
村

に
居
を
構
え
る
千
村
家
家
老
の
家
に
生
ま
れ
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
可
児
郡
役

所
が
開
か
れ
る
と
初
代
可
児
郡
長
に
任
命
さ
れ
、
岐
阜
県
各
地
の
郡
長
を
歴
任
し
た
後
、

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
還
暦
を
迎
え
て
退
官
し
た
。
神
谷
本
人
の
談
に
よ
る
と
、

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
秋
に
岐
阜
県
知
事
・
小
崎
利
準
と
談
話
を
し
て
い
た
折
に
話

題
が
関
ヶ
原
合
戦
の
事
に
な
り
、
そ
こ
で
小
崎
か
ら
戦
史
編
纂
を
勧
め
ら
れ
た（（6
（

た
め
、
退

官
後
に
関
ヶ
原
合
戦
研
究
を
始
め
た
と
い
う
。
前
述
の
通
り
、
神
谷
は
参
謀
本
部
の
戦
史

編
纂
事
業
に
協
力
し
て
お
り
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
九
月
二
十
八
日
に
は
参
謀

旅
行
演
習
の
た
め
に
関
ヶ
原
を
訪
れ
た
参
謀
官
達
に
、
製
図
師
を
伴
っ
て
随
行
・
案
内
を

行
い
、
日
本
戦
史
編
纂
委
員
と
は
別
に
自
身
の
研
究
の
た
め
に
布
陣
図
を
作
成
し
て
い

る
（
（6
（

。
ま
た
、
同
年
十
月
に
小
崎
の
指
示
で
関
ヶ
原
古
戦
場
の
各
武
将
の
推
定
布
陣
地
に
標

柱
を
建
て
る
事
業
に
は
、
関
ヶ
原
村
長
・
川
崎
弥
六
等
と
共
に
参
加
し
て
い
る（（6
（

。
神
谷
は

関
ヶ
原
合
戦
研
究
の
成
果
と
し
て
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
『
関
原
合
戦
図
誌
』

を
刊
行
し
た（（6
（

。
本
書
の
序
文
は
小
崎
と
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
・
重
野
安
嗣
に
よ
っ
て

書
か
れ
、
内
容
は
事
前
に
「
稿
本
数
部
ヲ
製
シ
テ
平
素
知
遇
ヲ
辱
ク
ス
ル
所
ノ
陸
軍
中
将

曾
我
祐
準
岐
阜
県
知
事
小
崎
利
準
文
学
博
士
重
野
安
嗣
陸
軍
歩
兵
少
佐
竹
内
正
策
陸
軍
編

修
横
井
忠
直
帝
国
大
学
編
年
史
掛
小
倉
秀
貫
等（（6
（

」
に
よ
る
査
読
を
得
て
い
た
。
刊
行
さ
れ

た
『
図
志
』
は
大
規
模
に
販
売
さ
れ
た
よ
う
で
、『
読
売
新
聞
』
に
は
広
告
が
何
度
も
掲

載
さ
れ
、
明
治
二
十
五
年
八
月
十
七
日
朝
刊
に
は
書
評
も
載
せ
ら
れ
た
。
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
三
月
二
十
日
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
に
は
再
販
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

以
上
、
明
治
十
年
代
末
〜
二
十
年
代
半
ば
に
異
な
る
立
場
の
研
究
主
体
か
ら
関
ヶ
原
合

戦
研
究
が
行
わ
れ
た
様
子
を
見
た
。
曾
我
祐
準
は
明
治
二
十
一
年
に
『
関
ヶ
原
戦
史
略
』

を
、
神
谷
道
一
は
明
治
二
十
五
年
に
『
関
原
合
戦
図
志
』
を
、
参
謀
本
部
は
明
治
二
十
六

年
（
編
纂
作
業
自
体
は
明
治
二
十
五
年
に
終
了
）
に
『
日
本
戦
史　

関
原
役
』
を
完
成
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
、
特
に
『
日
本
戦
史
』
と
『
図
志
』
は
全
国
的
な
出
版
ル
ー
ト
に
乗
っ
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た
た
め
、
そ
の
内
容
が
大
規
模
に
普
及
し
た
。
両
書
の
特
徴
は
、
近
世
に
版
本
で
刊
行
さ

れ
た
軍
記
で
は
な
く
、
写
本
で
伝
来
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
の
記
載
内
容
を
多
く
採
用
し

て
い
る
点
で
あ
る
。『
図
志
』
緒
言
に
は
「
諸
書
ヲ
渉
猟
シ
其
性
質
ヲ
考
察
シ
虚
ヲ
捨
テ

実
ヲ
取
リ
其
要
ヲ
摘
記
シ
テ
開
戦
経
緯
編
廿
五
冊
ヲ
輯
成
セ
リ（（6
（

」、『
日
本
戦
史
』
凡
例
に

は
「
此
書
ノ
編
纂
勉
メ
テ
材
料
ヲ
精
選
シ
最
モ
確
実
信
ス
ヘ
キ
者
ヲ
採
レ
リ（（6
（

」
と
あ
り
、

両
者
と
も
信
憑
性
の
高
い
史
料
に
基
づ
い
て
関
ヶ
原
合
戦
を
叙
述
し
た
旨
を
記
し
て
い

る
。
こ
の
観
点
か
ら
採
用
さ
れ
た
の
が
、「
御
合
戦
記
」「
安
楽
寺
旧
記
」「
備
書
」「
手
配

留
」
と
い
っ
た
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
に
基
づ
く
布
陣
情
報
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
布
陣
情

報
に
関
し
て
両
書
の
記
載
内
容
に
ほ
ぼ
矛
盾
は
な
い
が
、『
日
本
戦
史
』
に
は
具
体
的
な

布
陣
地
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
武
将
が
多
く
、
諸
説
あ
る
場
合
は
明
言
を
避
け
た
記
述
が

な
さ
れ
る
。
一
方
の
『
図
志
』
は
、
基
本
的
に
は
ロ
ー
カ
ル
な
軍
記
の
記
載
内
容
に
基
づ

い
た
上
で
、
そ
れ
で
も
疑
問
が
残
る
布
陣
地
や
軍
記
に
記
載
の
な
い
布
陣
地
に
関
し
て
は

神
谷
自
身
が
比
定
し
た
具
体
的
な
地
名
を
記
し
て
お
り
、
現
在
関
ヶ
原
現
地
に
あ
る
標
柱

に
記
載
さ
れ
た
地
名
は
『
図
志
』（
の
附
録
で
あ
る
「
陣
地
考
証
」）
の
記
述
と
一
致
す
る
。

　

徳
富
蘇
峰
『
近
世
日
本
国
民
史（（6
（

』
や
二
木
謙
一
『
関
ケ
原
合
戦（（7
（

』、
各
自
治
体
史
（『
不

破
郡
史（（7
（

』『
関
ケ
原
町
史（（7
（

』
等
）
と
い
っ
た
、
近
現
代
に
刊
行
さ
れ
た
影
響
力
の
強
い
関
ヶ
原

合
戦
関
連
書
籍
は
、
布
陣
図
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
『
図
志
』
掲
載
図
か
『
日
本
戦
史
』
掲
載

図
を
踏
襲
し
て
お
り
、『
図
志
』『
日
本
戦
史
』
の
強
い
影
響
力
が
伺
え
る
。

　

そ
の
後
、
関
ヶ
原
合
戦
は
研
究
以
外
の
面
か
ら
注
目
を
集
め
る
。
明
治
二
十
年
代
後
半

〜
明
治
四
十
年
代
に
か
け
て
、
紀
行
文
や
旅
行
ガ
イ
ド
本
で
関
ヶ
原
古
戦
場
が
多
々
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り（（7
（

、
新
聞
に
目
を
通
す
と
「
関
ヶ
原
三
百
年
祭
」
関
連
記
事
が
散
見
さ
れ

る
。『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
五
月
五
日
朝
刊
記
事
に
関
ヶ
原
合

戦
三
百
年
記
念
会
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
旨
が
、
同
年
十
月
二
十
日
朝
刊
記
事
に

は
本
月
十
五
日
が
関
ケ
原
合
戦
三
百
年
に
相
当
す
る
の
で
古
戦
場
を
弔
う
者
が
多
い
旨
、

三
百
年
祭
は
翌
年
執
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に

関
ヶ
原
合
戦
三
百
年
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
で
、『
読
売
新
聞
』

明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
九
日
朝
刊
記
事
に
は
、
記
念
祭
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

九
月
十
五
日
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
日
露
戦
争
中
の
た
め
中
止
さ
れ
た
旨
、
本
年

九
月
十
五
日
に
関
ヶ
原
陣
場
野
で
大
祭
を
執
行
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
九

年
八
月
〜
九
月
の
『
岐
阜
日
日
新
聞
』
上
に
は
関
ヶ
原
三
百
年
祭
の
準
備
や
内
情
に
関
す

る
記
事
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ（（7
（

、
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
現
在
も
古
戦
場
跡
に
建
っ
て
い

る
明
治
三
十
九
年
製
石
製
標
柱
が
、
関
ヶ
原
合
戦
三
百
年
祭
に
あ
た
っ
て
設
置
さ
れ
た
も

の
だ
と
判
明
す
る
。
関
ヶ
原
三
百
年
祭
は
十
月
十
二
日
〜
十
四
日
に
実
施
さ
れ
、『
岐
阜

日
日
新
聞
』
に
は
祭
の
様
子
に
関
す
る
記
事
が
連
日
掲
載
さ
れ
た（（7
（

。
三
百
年
祭
の
開
催
目

的
は
戦
死
者
慰
霊
の
た
め
と
さ
れ
、
東
本
願
寺
法
主
大
谷
光
螢
に
よ
る
読
経
式
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
厳
か
な
催
し
に
終
始
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
絵
葉
書
や
記
念
ス
タ
ン
プ
が
販

売
さ
れ
て
見
世
物
小
屋
や
出
店
が
立
つ
な
ど
、
現
代
の
関
ヶ
原
合
戦
祭
り
（
大
関
ヶ
原
祭
）

に
近
い
様
相
も
呈
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
関
ヶ
原
古
戦
場
は
国
指
定
史
跡
と
な
り
、
地
元

で
行
わ
れ
た
布
陣
地
の
比
定
結
果
が
国
家
か
ら
追
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
も
、

標
柱
が
な
か
っ
た
場
所
に
山
内
一
豊
陣
跡
の
解
説
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
り
、
平
成
二
十

五
年
に
細
川
忠
興
陣
跡
の
石
碑
が
設
置
さ
れ
た
り
と
、（
土
地
開
発
の
都
合
に
よ
り
一
部
標
柱

の
位
置
が
移
動
し
な
が
ら
も
）
明
治
中
期
の
研
究
成
果
に
則
し
た
場
所
を
行
政
が
布
陣
地
と

し
て
認
定
す
る
こ
と
で
、近
代
に
形
成
さ
れ
た
布
陣
認
識
が
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
関
ヶ
原
合
戦
の
近
世
に
お
け
る
布
陣
認
識
の
変
遷
と
そ
の
背
景
、
近
代
に

お
け
る
定
説
形
成
と
現
代
へ
の
継
承
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

布
陣
地
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
絵
画
史
料
（
合
戦
図
や
配
陣
図
）
を
扱
う
こ
と
が
で
き

ず
、
使
用
し
た
個
々
の
軍
記
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
後
回
し
と
な
っ
た
が
、
布
陣
情
報

に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ
を
一
覧
化
し
、
近
世
〜
近
代
の
布
陣
認
識
の
総
体
を
把
握
し
た

こ
と
で
、
布
陣
認
識
の
変
遷
・
形
成
・
継
承
過
程
を
概
ね
追
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
る
。
本
稿
が
、
合
戦
の
実
像
・
実
態
を
探
る
上
で
も
、
合
戦
像
の
形
成
・
伝
来
と
そ
の

背
景
に
あ
る
社
会
文
化
思
想
を
考
察
す
る
上
で
も
、
史
跡
整
備
・
古
戦
場
活
用
史
を
把
握

し
て
地
域
振
興
に
活
用
す
る
上
で
も
、
基
礎
と
な
る
情
報
を
提
示
で
き
て
い
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。
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注（1
） 　

管
見
の
限
り
、
関
ヶ
原
合
戦
を
「
天
下
分
け
目
」
と
称
し
た
初
見
史
料
は
、
太
田
牛
一
「
内
府

公
軍
記
」（
一
六
〇
七
年
ま
で
に
成
立
）
で
あ
る

（
2
） 　

代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
桐
野
作
人
『
関
ケ
原　

島
津
退
き
口
』（
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、

二
〇
一
三
年
）、
白
峰
旬
『
新
解
釈　

関
ヶ
原
合
戦
の
真
実　

脚
色
さ
れ
た
天
下
分
け
目
の
戦
い
』

（
宮
帯
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
白
峰
旬
『
新
視
点　

関
ヶ
原
合
戦　

天
下
分
け
目
の
戦
い
の
通

説
を
覆
す
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）、
白
峰
旬
編
『
関
ヶ
原
大
乱
、
本
当
の
勝
者
』（
朝
日
新

聞
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）、
乃
至
政
彦
・
高
橋
陽
介
『
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
合
戦
は
な
か
っ

た
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
八
年
）、
乃
至
政
彦
『
戦
国
大
変
』（
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
二

三
年
）、
水
野
伍
貴
『
関
ヶ
原
合
戦
を
復
元
す
る
』（
星
海
社
、
二
〇
二
三
年
）
等
が
存
在
す
る

（
3
） 　

代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
井
上
泰
至
編
『
関
ヶ
原
は
い
か
に
語
ら
れ
た
か　

い
く
さ
を
め
ぐ

る
記
憶
と
言
説
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
井
上
泰
至
・
湯
浅
佳
子
編
『
関
ヶ
原
合
戦
を
読

む　

慶
長
軍
記
翻
刻
・
解
説
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、『
戦
国
軍
記
・
合
戦
図
屏
風
と
古

文
書
・
古
記
録
を
め
ぐ
る
学
際
的
研
究
』（
二
〇
一
六
年
度
〜
二
〇
一
八
年
度
科
研
費
〈
基
盤

B
〉
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
九
年
）、『
戦
国
軍
記
・
合
戦
図
の
史
料
学
的
研
究
』（
二
〇
二

〇
年
度
〜
二
〇
二
三
年
度
科
研
費
〈
基
盤
A
〉
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
二
四
年
）
等
が
存
在
す

る

（
4
） 　

小
池
絵
千
花
「
関
ヶ
原
合
戦
の
布
陣
地
に
関
す
る
考
察
」『
地
方
史
研
究
』
四
一
一
号
、
二
〇

二
一
年

（
5
） 　

慶
長
五
年
九
月
十
七
日
吉
川
広
家
自
筆
書
状
案
（『
大
日
本
古
文
書　

吉
川
家
文
書
之
二
』
九

一
三
号
）、
九
月
十
七
日
石
川
康
通
・
彦
坂
元
正
連
署
状
案　

福
岡
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修

福
岡
市
史　

資
料
編
中
世
一　

市
内
所
在
文
書
』（
福
岡
県
、
二
〇
一
〇
年
、
堀
文
書
五
、
一
七

七
頁
）、
九
月
二
〇
日
近
衛
信
尹
宛
近
衛
前
久
書
状
（
藤
井
譲
治
「
前
久
が
手
に
し
た
関
ケ
原
情

報
」
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
六
輯
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
十
月
八

日
秋
田
実
季
宛
最
上
義
光
書
状
（
横
手
市
『
横
手
市
史　

史
料
編　

古
代
・
中
世
』
横
手
市
、
二

〇
〇
六
年
、
三
四
三
号
）、
九
月
三
十
日
留
守
政
景
宛
伊
達
政
宗
書
状
（『
仙
台
市
史　

資
料
編
』

十
一
巻
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
八
二
号
）

（
6
） 　
『
舜
旧
記
』
慶
長
五
年
九
月
十
五
日
条
（
続
群
書
類
従
完
成
会
編
『
史
料
纂
集
〔
第
二
期
〕　

舜

旧
記　

第
一
』
鎌
田
純
一
校
訂
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
）

（
7
） 　

大
澤
泉
「
史
料
紹
介　

杤
山
斉
氏
所
蔵
『
内
府
公
軍
記
』
に
つ
い
て
」『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』

三
七
号
、
二
〇
〇
九
年

（
8
） 　

伊
藤
敏
子
「
太
田
和
泉
守
自
筆
本
「
内
府
公
軍
記
」」（『
大
和
文
化
研
究
』
一
三
巻
七
号
、
一

九
六
八
年
）、
大
和
文
華
館
所
蔵
「
内
府
公
軍
記
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
鈴

鹿
文
庫
二
‐
三
四
三
八
、
請
求
番
号
：
二
五
七
‐
一
八
七
‐
三
N
三
〇
七
七
）

（
9
） 　

小
池
絵
千
花
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
太
田
和
泉
守
記　

全
』
の
全
文
翻
刻
」（『
戦
国
軍

記
・
合
戦
図
の
史
料
学
的
研
究
』
二
〇
二
〇
年
度
〜
二
〇
二
三
年
科
研
費
〈
基
盤
A
〉
研
究
成
果

報
告
書
、
二
〇
二
四
年
）、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
「
太
田
和
泉
守
記　

全
」（
請
求
番
号
：
一

〇
五
‐
三
二
）

「
内
府
公
軍
記
」
諸
本
の
成
立
年
と
成
立
順
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
7
）の
【
大
澤
二
〇
〇
九
】

で
考
察
さ
れ
て
い
る

（
10
） 　

吉
川
広
家
覚
書
案
写
『
大
日
本
古
文
書　

吉
川
家
文
書
之
二
』
九
一
七
号

（
11
） 　
「
藤
堂
家
覚
書
」
近
藤
瓶
城
編
『
改
訂
史
籍
集
覧　

第
十
五
冊
』
近
藤
活
版
所
、
一
九
〇
二
年

（
12
） 　

鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
後
編
三
』（
鹿
児
島
県
、
一

九
八
三
年
）
所
収
の
一
三
〇
九
〜
一
三
一
五
号
「
山
田
晏
斎
覚
書
」、
一
三
二
九
号
「
黒
木
左
近

兵
衛
申
分
」、
一
三
三
二
〜
一
三
三
三
号
「
神
戸
久
五
郎
覚
書
」、
一
三
四
〇
号
無
記
名
覚
書
、
一

三
六
一
号
「
大
重
平
六
覚
書
」、
一
四
〇
四
号
「
慶
長
五
年
於
関
ヶ
原
御
合
戦
之
砌
木
脇
休
作
殿

働
之
次
第
神
戸
五
兵
衛
覚
書
写
」、
一
四
〇
五
号
「
黒
木
左
近
平
山
九
郎
左
衛
門
覚
書
」、
一
四
〇

七
号
「
井
上
主
膳
覚
書
」

（
13
） 　
「
福
富
半
右
衛
門
親
政
法
名
浄
安
覚
書
」
史
籍
集
覧
研
究
会
『
改
訂
史
籍
集
覧　

第
十
五
冊
』

す
み
や
書
房
、
一
九
六
八
年

（
14
） 　

板
坂
卜
斎
如
春
「
慶
長
年
中
卜
斎
記
」
近
藤
瓶
城
編
『
改
訂
史
籍
集
覧　

第
二
十
六
冊
』
近
藤

出
版
部
、
一
九
〇
二
年

（
15
） 　
「
脇
坂
家
伝
記
」
史
籍
集
覧
研
究
会
『
改
訂
史
籍
集
覧　

第
十
五
冊
』
す
み
や
書
房
、
一
九
六

八
年

（
16
） 　

戸
田
氏
鉄
「
戸
田
左
門
覚
書
」
地
域
研
究
史
料
館
「
史
料
紹
介
『
戸
田
左
門
覚
書
』」『
地
域
史

研
究
』
一
一
六
号
、
二
〇
一
七
年

（
17
） 　

酒
井
忠
勝
・
林
道
春
・
春
斎
編
「
関
原
始
末
記
」
近
藤
瓶
城
編
『
改
訂
史
籍
集
覧　

第
二
十
六

冊
』
近
藤
出
版
部
、
一
九
〇
二
年

（
18
） 　

石
川
昌
隆
「
石
川
正
西
聞
見
集
」
埼
玉
県
立
図
書
館
編
『
石
川
正
西
聞
見
集
』
一
九
六
八
年

（
19
） 　
「
細
川
忠
興
軍
功
記
」
近
藤
瓶
城
編
『
改
訂
史
籍
集
覧　

第
十
五
冊
』
近
藤
活
版
所
、
一
九
〇

二
年

（
20
） 　

植
木
悦
「
慶
長
軍
記
」
井
上
泰
至
・
湯
浅
佳
子
編
『
関
ヶ
原
合
戦
を
読
む　

慶
長
軍
記
翻
刻
・

解
説
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年

（
21
） 　

山
鹿
素
行
「
武
家
事
紀
」
山
鹿
素
行
先
生
全
集
刊
行
会
編
『
武
家
事
紀　

中
巻
』
原
書
房
、（
復

刻
原
本
一
九
一
五
年
）
一
九
八
二
年

（
22
） 　

阿
部
忠
秋
「
関
原
日
記
」
内
閣
文
庫
所
蔵
「
関
ヶ
原
記
」（
請
求
番
号
：
一
六
八
‐
〇
一
四
八
）
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（
23
） 　
「
島
津
家
譜
」
近
藤
瓶
城
編
『
改
訂
史
籍
集
覧　

第
十
五
冊
』
近
藤
活
版
所
、
一
九
〇
二
年

（
24
） 　

峯
賀
高
亮
「
関
ヶ
原
合
戦
誌
記
」
岐
阜
県
図
書
館
所
蔵
（
資
料
番
号
：
一
〇
〇
〇
三
九
九
〜
一

〇
〇
〇
四
二
六
）

（
25
） 　
『
新
訂
黒
田
家
譜
』
校
訂
：
川
添
昭
二
・
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
、
第
一
巻
、
文
献
出
版
、
一

九
八
三
年

（
26
） 　
「
石
田
軍
記
」
黒
川
真
道
編
『
国
史
叢
書　

石
田
軍
記
全
・
仙
道
軍
記
全
』
国
史
研
究
会
、
一

九
一
四
年

（
27
） 　
「
関
ヶ
原
御
合
戦
記
」
岐
阜
史
談
会
編
『
関
ケ
原
御
合
戦
備
書
・
関
ケ
原
御
合
戦
記
・
関
ケ
原

御
陣
御
備
御
手
配
留　

合
冊
』
一
九
三
一
年

（
28
） 　

木
村
高
敦
「
武
徳
安
民
記
」
内
閣
文
庫
本
所
蔵
（
請
求
番
号
：
一
五
〇
‐
〇
〇
〇
五
）

（
29
） 　

宮
川
忍
斎
「
関
原
軍
記
大
成
」
黒
川
真
道
編
『
関
原
軍
記
大
成
』
三
巻
、
国
史
研
究
会
、
一
九

一
六
年

（
30
） 　
「
関
ヶ
原
軍
記
大
全
」
岐
阜
県
図
書
館
所
蔵
（
資
料
番
号
：
一
〇
〇
〇
一
一
一
〜
一
〇
〇
〇
一

二
六
）

（
31
） 　
「
赤
坂
安
楽
寺
旧
記
」
岐
阜
県
図
書
館
所
蔵
（
資
料
番
号
：
一
〇
〇
〇
三
九
八
）

（
32
） 　

松
平
頼
寛
「
大
三
川
志
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（
請
求
番
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〇
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史
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Ⅰ
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〇
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史
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史
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・
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。
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岐
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述
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二
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四
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叢
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逸
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治
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年
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ル
が
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ヶ
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Perceptions of the Battle Formation at Sekigahara from early modern period 
to modern period.

Echika KOIKE

　This paper examines the perception of the Battle of Sekigahara. Specifically, it examines how the belief about 
the positions of troops was formed, what the grounds for this belief were, and how this belief was disseminated.
　Chapter 1 provides an overview of the historical materials related to the Battle of Sekigahara and analyzes how 
the descriptions of troop formations evolved over time. It was found that information gradually became more 
detailed up until the latter half of the 17th century. However, military chronicles compiled during the 18th century 
contained little new information. Therefore, it is evident that the amount of information did not necessarily 
increase over time. During the early modern period, the understanding did not converge into a single perception, 
and it was not until the modern era that what could be called a standardized theory was established.
　Chapter 2 examines how the information about troop formations was gathered for each general. There were 
three major turning points. The first was the “Keicho Gunki,” compiled in the 1660s; the second was local military 
chronicles; and the third was the identification of deployment sites by Kamiya Michikazu during the Meiji period.
　In Chapter 3, we investigate how the perception of troop deployment converged in the modern times and how it 
was established. From the late 1880s to the 1890s, various people began reexamining the Battle of Sekigahara. It 
was revealed that the perception of troop deployment, which is now considered the standard theory, was formed 
through Kamiya Michikazu’s work “Sekigahara Kassen Zushi” and the “Japanese Military History: The Battle of 
Sekigahara” compiled by the Army General Staff. Subsequent information was gathered not so much for research 
as for tourism and regional administration. In this process, the theory of the mid-Meiji period became established 
as the conventional view, leading to the contemporary perception of troop deployment.

Abstract


